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       21世紀の中国少数民族に関する若干の考察

                   紛争か和解か

                 トマス・へ一ベラー

 世界的にここ十年間で民族対立が激増し，多民族国家内の政治的不安定の主要な原因の一つとな

っている。政治，経済，文化，宗教歴史などに関連した対立とともに，民族回帰も主な要因とな

っているのである。たとえば旧ソ連や東ヨーロッパにおいて見られたような歴史的経験，イデオロ

ギーの評価，経済的・社会的変化ならびに民族回帰のプロセスの結果と影響などが，多民族国家で

ある中国にも新たなる民族的挑戦をもたらした。このことは，ソ連のような多民族国家の崩壊や隣

接する中央アジアの民族主義の拡大とともに，国内の状況（自由化，開放政策社会変化）とも関

連している。

 社会科学者達は長い間，経済発展と近代化によって，異なる社会間の宗教的，民族的，文化的

違いが同質化されると信じてきた。近代化の進展の結果，民族間の差異が消滅するであろうと考え

られていたのである。しかし，実際は逆に，民族回帰とエスニシティの高揚が起こった。これは中

国でも同様で，この十年間にほとんどの民族においてエスニックアイデンティティとエスニシティ

が高まりを見せている。したがって，中国においては，長期的民族対立を防ぐために，対立を解消

する新しいメカニズムが見いだされる必要がある。実際のところ，これが本報告の出発点である。

考え得る対立のプロセスを挙げ，解決の方法を探ってみたい。

 そこで，本稿では，3つの例を通して，中国の経済的・社会的変化のプロセスにおける対立の主

要な要因を挙げてみたい：（1）集団的記憶｝中国における少数民族の公的イメージや異なる民族

集団の歴史的評価および経験と，それらが今日の多数民族と少数民族との関係に及ぼす影響など，

（2）政治的間題一地域自治政策の欠陥やエスニシティの高揚，（3）経済的問題一発展の格差，

（4）多数民族／少数民族の文化への評価などの文化的問題。最後に，本報告は，議論のために，民

族対立の緩和に関するいくつかの提案を提出する。

       台湾のオーストロネシア系集団の文化再生と

              民族アイデンティティ

                 1980年から1995年まで

                    七三

 1980年から1995年目での問，桂会・政治的側面，文化的側面の双方において，一連の根本的な

変化が台湾に見られた。この時期にはまた，オーストロネシア語族に属する言語を話す台湾島の原

住民族の中にも民族及び文化の意識について新しい方向性が明らかになってきた。本稿の主要な目

的は，過去15年の台湾原住民族運動において強調されてきたオーストロネシア系文化に特有な側面

を検証することである。中国人の植民という脈絡のもとで，これらオーストロネシア系住民はどの

ように，そしてなぜ，特定の表象を選んで，民族的アイデンティティを確立し，維持しようとした

のだろうか。
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 本論は2つの部分からなりたっている。最初の部分では，100年以上に及ぶ，日本と中国の台湾

における植民地政策について振り返ることにする。長きにわたり，現在の状況に影響をあたえつづ

けてきた教育政策や保留システムといった政策に特に注目する。ここではさらに，戒厳令が解除さ

れる前と後とに起こった主要な出来事についても簡潔に取り上げることにする。これらは一本化か

らはほど遠いが，全面的に展開している現在の原住民運動つながっていくものである。

 2番目の部分では，原住民族の異なる集団がそれぞれのアイデンティティを宣伝するために用い

ている主要な文化的表象の多くについて議論する。これらの表象には，（D原住民族の個人名及び

集団名の復活とその使用，（2）共同体の年次儀礼と人生における通過儀礼の一部のみの強調，（3）

「伝統的な」暮らしのいくつかの側面のある部分のみを強調すること，（4）原住民古来の民族文化

の脈絡をこえた特定の視覚芸術やパフォーマンスアートの普及，が含まれる。民族的アイデンティ

ティの象徴としてのこれら表象の有効性について，まず「原住民族文化」の個々の脈絡のなかで，

次に，中国人の入植という特有な状況のもとでのそれらの再脈絡化の過程のなかで検証する。

              人類学者と原住民研究

                  個人的な経歴と反省

                    喬健

 台湾の少数民族集団を断続的にかれこれ40年にもわたって研究している筆者は，特にこの10年

来，非常に斬新なあるいは今まで見たこともない局面に遭遇してきた。それは，急激に高まってい

る台湾の原住民族運動であり，これはまた，目下，地球の各地で盛んに起こっている先住民運動の

一部でもある。それは，（1）祖先がかって住んでいた土地の所有権もしくは少なくとも使用権の主

張，（2）自分たちの民族集団の歴史と文化の再構築，（3）民族の自決権，である。残念なことに，

これらの要求は，政治的，社会的な緊張としてはねかえってくる暴力的な闘争を通して行われてい

る。抗争の対象は主として現地の優勢な民族集団と政府である。少数民族集団の研究を専門に行う

人類学者たちは，台湾では，かつては研究者として尊敬されていた。しかし，新たな原住民運動の

中で，その研究に従事する動機と立場に疑問をなげかけられている。

 抗争が生む緊張した情勢と研究者に対する疑念という苦しい立場に直面して，どのような適切な

解決の道を提出し，いかに自分の身を処するか，これが台湾の人類学者にとっての目下のさし迫っ

た問題である。筆者は次の2っの解決策一α）多文化主義，（2）文化カウンセリングーを提案し，

同時に以下について詳細な議論を行う一（1）「多文化主義」の実行を主張する際，どのように文化

の内容とレベルに対して範囲を画定しまたどのようにして一連覇理論と現実の問題を解決するの

か，（2）文化カウンセリングのカテゴリーと方法はいかにあるべきか，（3）文化カウンセラーとし

ての人類学者はどのような新しい役割を演じ，どのようにその専門家としての倫理を整理して規定

するか。
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         現代化の過程における少数：民族文化

                   都 時遠

 人類社会が21世紀に入らんとするこの時期に，現代化の理念はまさに，空前の規模での実践を以

て，世界の各国・各民族の発展を推し進めている。

 アジアの興起，東アジア地域の経済の急速な発展環太平洋経済圏の形成とそのグローバルな経

済の一体化へ向けての推進作用は，東アジアの発展途上国を中心とする現代化の過程をして急速な

発展と激しい変動という社会的な特徴を表現せしめた。市場経済の普遍化，商品流通の国際化，生

活様式の均一化は，人々の物質面での生活における現代化の水準に対する判断基準を一つの方向へ

向かわせている。それは同時に，現代化の過程における伝統文化の変化と適応における矛盾にも

人々を直面させている。

 現代化の過程は，各国・各民族が相互に開放し，交流し，参考にし，吸収するのを促進してお

り，国家と国家民族と民族の間に共通する要素は顕著に増加している。しかしながら，このこと

は民族文化の多様性の消滅を決して意味しない。文化統合されていく過程は，経済生活の均一化よ

りはるかに複雑で長期にわたる。それは人類社会における民族の過程の長期性によって決定される

のである。

 現代世界における国家は，多民族国家がその大多数を占めている。国家の現代化の過程は，国内

の少数民族の経済文化の発展をきわめて大きく促進させるであろう。各民族の経済発展の水準の均

一化と経済生活の融合は，国家としての統合と国内少数民族の凝集にとって，堅固な物質的基礎を

提供することになろう。このことと同時に，少数民族文化の保存，伝承，発展及び社会の主流とな

っている文化との融合は，自覚的から自然な発展過程を経験することになるであろう。

 20世紀は政治ナショナリズムが広範囲にわたって興起した時代であり，国家の独立，民族の解放

を主要な特徴とするナショナリズムの運動が，西洋の植民地主義体制の崩壊とともに高揚した。さ

らに，冷戦構造が消滅してからは，覇権主義の衰退にともなって「最後の釈放」が行われた。20世

紀80年代以降，経済発展の「ボーダレス化」にともなって，経済ナショナリズムはますます拡大す

る国際協力と統一市場の原則によってまさに溶解されようとしている。また，文化ナショナリズム

は，こうした激しい変動の時代にあって，その勢いがとどまることなく盛り上がる上昇期にあり，

今後はさらに，21世紀の人類社会におけるナショナリズム的反応の主流となるであろう。欧米先進

国における少数民族文化の自覚的復興という反応，先進国家蝿における文化の浸透に対する制限，・

発展途上国における植民地文化の残余の一掃と文化的ヘゲモニズムに対する反対という現象は，お

しなべて上記の傾向を証明している。

 入類社会における民族の過程にとって言えば，地域観念の改変，経済生活の融合はみな，各民族

の相互接近と漸進的融合を促進している。このため民族間の相違も文化的多性においてますます表

現されるようになっており，民族文化は，民族的自尊心の主要な拠り所としても各民族が重要視す

るものとなろう。東アジアの発展途上国は現代化の過程において，現代化が決して西洋化ではない

ことをすでに明確に認識している。いずれの国家もそれぞれの国情の特徴や文化的伝統に基づい
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て，現代化における発展の道筋とモデルとを選択する必要がある。多民族国家における少数民族に

関して言えば，現代化の過程はまた，この原則，ナなわち「実事求是」 （事実に基づいて真実を求

める）の原則を遵守せねばならない。

 国際関係における文ナショナリズムの表われは，多民族国家における民族間関係にも反映される

はずである。この反映の程度は，多民族国家がそれぞれの民族間の関係を的確に，かっ有効に調整

し得るか否かによって決定される。それには科学的な民族観と的確な民族政策が必要とされるので

ある。

 民族観は，民族的現象やその過程に対する人々の科学的な認識に関する問題を解決せねばならな

いし，民族政策は民族問題を具体的に解決せねばならない。それらによって，人類社会における民

族の過程は，社会の発展が促進される中，それ自体の規則的発展に従うのである。民族は十分な発

展を基礎としてはじめて自覚的な融合を実現することができ，ま．た民族は自覚的な融合を前提とし

てはじめて自然的な消滅を実現することができるのである。民族文化の個性は，この過程において

相互に融合し吸収し合うことになるであろう。

                 中国における

       ナショナル・アイデンティティと多文化主義

            三つのムスリム少数民族間の分節的ヒエラルキー

               ドウルー・C・グラッドニー

 本報告は，中国の少数民族とナショナル・アイデンティティが，国家が提唱し，特定可能な歴史

的経路依存に従う，多文化主義・多民族主義政策によって規定されることを示すものである。回

族ウイグル族，カザフ族の三つのムスリム少数民族の比較によって，本報告は，中国におけるナ

ショナル・アイデンティティとエスニック・アイデンティティの歴史的経路が，国家政策と地域に

おけるアイデンティティの認知の双方の影響を受けることを指摘したい。これらの経路は，人類学

的出自理論から導かれる分節的ヒエラルキー・モデルによって描くことのできる関係や対立を経

て進む。しかし，本報告は，なぜ他の選択肢ではなく，ある特定の経路がたどられるのかを明らか

にすることを試みる。

 教育的，歴史的，経済的データの比較研究により，私は，中国におけるエスニック・アイデンテ

ィティの歴史的経路依存が，弁証法的・対話的な関係に影響されることを示す。

 国家の統計調査，インタビュー，そしてフィールドワークに基づき，懸緒，ウイグル族，カザフ

族は，彼らの民族的・宗教的背景との関連が明らかな経済，教育面での発展において，特定の経路

をたどることが明らかになる。これらの経路は，それらの三つのムスリム集団間にいくつかの共通

点があるだけでなく，同時にそれらが他のいくつかの重要な点において異なっており，各々の少数

民族内部でも，宗教エスニシティ，地域などの境界によって細分化していることを説明して見せ

る。実際のところ，外部との関係や民族内部での関係を抜きにして，彼らのその揚，その場のアイ

デンティティの表現を理解することはできない。こうした関係から明らかなのは，人々が多くの多
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元的アイデンティティを共有するということだけではない。現代中国におけるさまざまなムスリム

少数民族を理解するには，汎イスラム主義や汎トルコ主義の理論が全く不適切であるということも

示されているのである。

 最後に，なぜ私が，亜目，とりわけ冷戦後の時代において，中国や他の近代国民国家におけるエ

スニック・アイデンティティやナショナル・アイデンティティの復興や重要性の高まりを理解する

上で，歴史的経路依存や分節的ヒエラルキーの理論が有効であると考えるのかを明らかにしたい。

          中国南部少数民族の直面する諸問題

                  雲南の事例を中心に

                  松本 光太郎

凍結状態にある民族識別工作

 社会主義中国においては，国民党時代には認められていなかった少数民族の権利を，政治的に位

置づけるという政策がとられた。この政策を実現する基礎として行われたのが民族識別工作である。

つまり，民族政策を実施しようとしたが，その対象が明確ではなかったところに，民族識別工作が

必要とされた理由があると考えられる。この民族識別工作により，現在までに55の少数民族が承認

されたが，一人っ子政策などにおける優i遇を求めて本来少数民族でない人が承認を求めるようにな

ったため，1987年末に民族識別工作一時停止の措置がとられ，現在でも凍結されたままになって

いる。

 仮に国民統合論的な視点だけに立つのであれば，民族識別はこれ以上必要ないという議論になる

かもしれない。しかし，民族識別工作の実態から見るかぎり，この問題はまだ完全に解決されたと

は言えない。これには二つの原因があると考えられる。

 まず第一に，1950年代以来行われて来た民族識別工作はまだ未完成のものだということである。

例えば，雲南省と四川省の省境に住むナシ族は，国家レベルではナシ族として承認されているもの

の，地方レベルでは四川省では蒙古族，雲南ではナシ族として承認されている。さらに雲南のナシ

族の中にはナシ族の旧称である“モソ”を民族名称とすることを求めている集団がおり，これらの

要求を簡単には調整できない状況に陥っている。当初はイ族の中に入れられることになっていたチ

ーヌオ族は，研究者及び民族自身の強い願望により単一民族として承認されたが，実際にはハニ族

に近いのではないかと考えられる。楚雄イ族自治州のイ族の中には，リス族としての承認を求める

集団がかなりいると言われる。こうした問題の背景には，イ語支の民族，言語の分類にあまり根拠

がなく，内部の言語的相違の大きいイ族がなぜ一つの民族とされ，イ族とハニ族，リス族などがな

ぜ別の民族とされているのかについての合理的説明がなされていないという問題が存在している。

 第二の問題は，少数民族に対する差別，不平等がまだ完全に払拭されていないということである。

例えば，広西，広東，雲南などに住むチワン族は，解放前は自分たちが少数民族であると認めず，

自分たちのことを漢族であると見なしていた。民族識別工作を通じて現在では人口約1500万人，中

国最大の少数民族であるが，まだ完全に少数民族としてのプライドを持ちえていない。海南省の臨
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高人が，実際にはチワン語を話しているのにもかかわらず，いまだにチワン族であることを承認し

ないでいるのはその一例である。これは，主に広州市の方に住んでいる幹部や知識人が少数民族に

対する蔑視を恐れているためである。

 民族識別工作の問題を，優遇の問題だけに起因するものとみなすのではなく，それが本来は民族平等を

実現するためのものであるという視県で見直す必要があるだろう。

拡大する経済格差

 生産責任制の実施は，一方で農民の生産に対する積極性を高めたものの，他方で漢民族地域と少数民族

地域の経済格差の拡大をもたらした。「民族平等政策」の意味もまた，民族平等を実現するための援助とい

う意咲から，各民族間の完全な自由競争という意味へと変化しっっある。中国の研究者は，こうした格差拡

大のことをしばしば“マタイ効果” （豊かなものはより豊かに，貧しいものはより貧しくなるという意味）

という概念で表している。

 こうした格差拡大の一因となっているのが，少数民族地域の資源開発をめぐる国営企業と地元住民の間

の利害対立の問題である。筆者は，この問題が表面化したのは開放改革以後であるが，“二元構1ぎ’とも呼

ばれるこうした構造が作られたのは「大躍進」から「文革」にかけての時期ではなかったかと考えている。

 費孝通が「輸血から造血へ」というスローガンについて説明しているように，開放改革による変化をすべ

て消極的なものとみなすことはできないであろう。むしろ，費孝通のいう「造血」を実現するためにも，一

定の資源開発権と少数民族が持続して発展していけるような援助こそが求められている。

環境問題

 環境破壊の各地の少数民族地域でそれなりに共通した問題となっているが，雲南省シーサンパンナを例

にとってみればシーサンパンナの森林被覆率は解放初期の60％から20数％にまで低下している。その原

因は，生態系の多様性や農業を行う上での現実性を無視した吠躍進」や「文革」によるものであるが，林

業中心の多角経営政策に転換した後でもさらなる大きな破壊がすすみっつある。こうした環境破壊が深刻な

ことから，現象面だけをみると，中国の経済発展はやり方こそ時期によって違え，自然環境を徹底的に収

奪することで成り立ってきたように思われる。しかし，これはむしろ中国の政治の反映であり，．「大躍遡

や「文革」が終わったあとも，拝金主義的なやり方で市場径済化をはかっているところに本当の原因がある

ような気がする。

「文革」時代のイスラム教弾圧

 日本の文化人類学者にはあまり重視されて来なかった問題として，雲南の回族，イスラム教徒の問題が

ある。回暦の問題は，実は雲南における最大の民族問題ではないかと思われる。「文革」終結も間近の19乃

年に起こった沙旬事件では不幸にも少なくとも1COO人以上もの回族が「反革命」の理由で戦車などの集

中砲火を受けて死んでいる。1979年にこの事件に対して名誉回復が行われたものの，現在でもまだ各地で衝

突が起きている。現地の研究者にと． ﾁても回族の問題はあまり近づきたくない問題であり，“回族はこわVマ’
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といったイメージがまだ払拭されていない。他方で，最近では各地でアラビア語教育が復活し，中国全体か

らしてもイスラム研究の発展など，これまでのイスラムに対する見方の見直：しの動きもある。

             中国人になることを学ぶ？

         中匡ゆ三つの少糠こおける少数民族教育とエスニック・アイデンティティ

              メッテ・ハルスコヴ・ハンセン

 中国共産党は，中華人民共和国の隅々にまで国家の教育システムを浸透させることに大変力を注

いできた。少数民族地域においては，教育システムの重要な目的の一つは，非漢民族に， 「中華民

族」という中国のネイションに対する公的解釈の自己認識を持たせることであった。いわゆる「少

数民族教育」の確立が，中国国家教育の水準の低い少数民族の特有の需要に国の学校を対応させる

ための戦略的手段として提唱された。しかし，カリキュラムを見れば，中国の教育システムは高度

に標準化されたものであり，下中の生徒が，多かれ少なかれ，同様の中華民族のイメージや，中国

の．「少数民族」に属することの意味に関して同様な解釈を与え．られている。中国の公立学校は，中

華民族と民族の統合に関する政府のイデオロギーを伝達しようとしている。しかし，それと同時

に，多くの少数民族において，民族固有の言語，歴史，文化的価値観や倫理の有用性（時には存在

すらも）を，それらを教育内容からはずすことによって，否定する。．

 国の教育で伝達されるネイションのイメージと少数民族の概念を分析することにより，本報告

は，どうように，またなぜ，中国西南部の三つの異なる民族集団（ナシ族，タイ族，ハニ族）がそ

れらのイメージや公立学校が要求する文化的適応に対して異なる反応を示したかを論じる。本報告

は，標準化され，同質化された教育は，本来，少数民族の生徒に，民族的帰属意識の重要陸を排除

する国家やネイションあるいは党に対する一体感を植えつけられないということを主張する。標準

化された教育システムは，少数民族独自の言語や慣習，あるいは歴史の文化的・政治的価値を減少

させることによって，実際のところ，エスニック・アイデンティティと文化的相違の強調の拡大を

助長する危険を冒している。標準化された教育への反応は，多種多様であり，大部分は予測不可能

である。なぜなら，それは，中国国家との歴史的関係，国境を越えた民族的なつながり，宗教的共

同体，地域の民族的ヒエラルキーなどの地域的要因に左右されるからである。標準化された，国家

統制の下の教育は，これらの要因の重要性を排除することはできようもないが，それは確かに，エ

スニック・アイデンティティの方向とあり方とを決定する際に，一定の役割を果たしている。

 そこで，ある民族集団（たとえばナシ族）は，中国のすべての民族集団を含むアイデンティティ

として中華民族という概念を浸透させようとする政府の意向と対立することなく，中国の国家教育

に長期間参与することを通じて，人民共和国の脈絡の中の少数民族として自身を確立し，表現する

ことに成功している。また，他の民族集団（たとえば西双版納のタイ族の多く）は，中国の国家教

育を拒絶する傾向がある。なぜなら，国家教育は，宗教的伝統と衝突し，更に生徒たちに，一つの

民族・ネイションとしての自らの文化的遺産と歴史から自分自身を遠ざけることを強要するからで

ある。また，ある民族集団（たとえば西双版納のハニ族やチノー族）は，地域において定められた

296



歴史的・民族的ヒエラルキーにおける低い地位と闘争するために，中国の教育システムに順応し，

エスニック・アイデンティティを軽視することに戦略的利点を見出しているかもしれない。本報告

の目的の一つは，中国国家が，少数民族地域において，国家の教育システムを通じて，各民族のエ

スニック・アイデンティティを管理し，一つの中華民族という観念を鼓舞することが可能かどうか

を論議することである。

          民族社会の発展と民族文化の変遷

                   金 柄錆

社会変動と文化接変（吸反と変容｝の時期にある東アジア少数民族

 現在の世界は冷戦終結の時代にあって，世界の新しい秩序を作り上げる民族の時代に向かってお

り，平和と発展が時代の潮流となっている。

 目下，全世界で経済発展が最も速い東アジア地域ではまさに，民族社会，特に少数民族社会の文

化衝突と社会変動という問題に直面している。

 中国の改革・開放の十余年来，中国の各民族，特に少数民族は伝統文化と現代文明との衝突と協

調という問題に遭遇し，優れた伝統文化を保存し先進的な現代文化を吸収するプロセスを経験して

いる。特に，社：会主義市場経済を実行するという条件の下で，それぞれの少数民族社会の社会発展

と文化変遷における変動と協調とがとりわけ注目されている。

 中国のそれぞれの少数民族が社会主義市場経済に適応し参与する方式と程度は，それぞれに特色

をもっている。

 中国のそれぞれの少数民族が社会変動において遭遇する困難や問題も様々であり，それらの数量

や程度もそれぞれに異なっている。

民族社会の発展と社会の変動

 民族の杜会・社会の民族というように，民族と社会とは密接に関係している。民族の発展は社会

発展の法則や制約を受ける。社会の発展は民族の発展を決定する。多民族国家における民族の発展

は，社会発展や民族間関係の発展と密接に関係している。

 民族の発展は，民族自身の要素・民族が置かれている自然的要素や社会的要素の総合的な協調的

作用のもとにある。民族自身の全体的な内部構造や性質，諸々の外在的特徴，および民族間の社会

関係の不断の調整更新・協調適応が，民族の縦向きの質的進展と横向きの量的拡張を推し進め，民

族の民族性の発展・社会性の発展・人の発展のプロセスを総合的に実現するのである。民族の発展

は本質的には民族の生存と進展の質的・量的な向上である。

 民族の発展は民族社会の発展でもある。現在の東アジア地域の少数民族の社会発展と中国の少数

民族の社会発展は，社会発展における社会変動のプロセスである。社会変動のプロセスは，適切な

民族文化の保存と他の民族文化の吸収の方式・方法を伴いながら，民族社会のより充実した発展の

基礎の上に初めて，比較的良好かつ速やかに実現するのである。

 良好な社会変動のプロセスが経験するであろう陣痛は相対的に少なく，また必要とする時間も相

対的に短い。しかしながら，こうした良好な社：会変動が必要とするところの基本的な前提条件はい

くぶん複雑である。それは政治・経済・文化・社会の各方面の条件を包括するのである。

297



 社会変動は社会の様々な要素の制約を受ける。第一に，時代の全体的な環境と周囲の社会環境か

らの影響を受ける。今や冷戦状態が終結し，いずれもが平和な環境において発展を遂げるために努

力している。東アジア地域は驚くべき速さで発展を遂げており，中国では全面的な開放の情勢にお

いて全国的に迅速に発展している。これらはすべて中国の少数民族の社会発展に対していえば良好

な社会的時代的環境である。第二に，国家政策という要素の影響を受ける。政策は一種の環境でも

あり一種の資源でもある。少数民族社会の発展にとって有利な，優遇的で特殊融通性のある政策を

採用することにより，少数民族の社会発展を助けていると言えよう。第三に，ある具体的な民族の

生活空間と居住形式・居住状態の民族社会の発展に対する影響である。例えば，農業区・牧畜業区・

都市工業区，民族集居地区・雑居地区・散居地区：という異なる条件は，わが国の少数民族の社会発

展に異なる影響を生み出している。

民族文化の変遷の民族社会の発展に対する作用

 それぞれの民族はすべて，文化交流や融合を含む他の民族との交流のプロセスにおいて発展する

のである。

 それぞれの民族の発展はどれも一定の文化的背景を有している。民族文化の背景は民族の発展に

対して，促進させる作用を生み出したり，消極的な作用を生み出したりする。こうした民族文化の

背景は，実際には過去の民族間の文化交流や融合の要素が結晶した結果でもある。今日の民族の発

展はこうした民族文化を背景としてはいるものの，しかし他の民族文化の影響を完全に防ぐことは

できない。このため，結局は元来の民族文化を中心として，他の民族文化を吸収して新たな民族文

化の背景の一部分とするよりほかにはないのである。

 民族文化の変遷と民族文化の真の発展は，これまで自民族の特徴を保持し他民族の文化を吸収す

ることの基礎の上に実現してきた。他民族の文化の優れた部分を吸収し，自民族の文化の精髄の部

分を保持し，さらにその二者が融合し消化することで，自民族の文化の新たな構成要素へと変化す

る。このことがまさしく民族文化の変遷のプロセスなのである。

 民族文化の変遷は，民族社会の発展に重大な作用を及ぼしている。東アジア地域の少数民族や中

国の少数民族に対してもまた同様のことが言えるのである。

     現代におけるアイヌ民族自立運動に関する諸問題

             近代の同化政策から現在の新法制定論議まで

                  大塚 和義

現代におけるアイヌの民族的権利運動

 アイヌは近年，民族としての自立的な権利の獲得をめざしてさまざまな運動を続けている。アイ

ヌは，少なくとも日本列島北部に古くから居住して特色ある文化を育んできたという歴史的事実を

ふまえて，アイヌの先住権を認めること，民族差別をなくすこと，経済的格差を是正することを訴

え，伝統文化の継承を円滑に行い得る諸政策と，これらの実施をアイヌの主体的な意志のもとに行

うことのできる自立化基金の創設を要求してきた。国連は1993年を「国際先住民年」とし，さらに

94年から10年間を「世界の先住民の国際10年」と定めるなど，国際的な先住民運動の高揚のもと

で，また国内的には連立政権の誕生もあずかって，1995年3月，「ウタリ対策のあり方に関する有
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識者懇談会（ウタリ懇）」が五十嵐官房長官の私的諮問機関として発足した。1996年4月，「ウタリ

懇」の報告が提出された。その内容は，現行憲法に抵触するアイヌの先住権を明確に認めたもので

はないが，日本列島におけるアイヌを明確に独自の民族として認め，その先住性を認識したうえで

近代国家日本が著しくアイヌに差別と経済的囲窮による苦しみを与えてきたことを反省し，否定さ

れてきた文化の再生を軸に，民族的諸政策を実施していくための立法を求めるものである。これを

受けて政府は， 「アイヌ関連施策関係省庁連絡心耳」を設置し（5月），検討を続けた結果，圭997年

度予算案に文化政策を中心とした諸施策を盛り込んだ。そして1899（明治32）年制定以来，幾度も

改正しながらも現行法として存在している「北海道旧土人保護法」に代わる「アイヌ民族に関する

法律（アイヌ新法）」が1997年度の通常国会で審議される見通しとなった。この法律は，実質的に

は，日本におけるはじめての民族法といえるなど，現代的意味は多様である。

近代以前のアイヌ政策

 本州の和人による本格的な蝦夷地「アイヌモシリ（アイヌの大地）」に対する資源収奪体制確立

への画期は，1550年にアイヌの首長と結んだ「夷秋商船往来の法度」によって，蝦夷地（現在の北

海道）の一部を植民地化したことである。この取り決めによって，和人はアイヌの攻撃を受けない占

有の交易拠点を確保した。以後，近代以前の蝦夷地支配は，アイヌから組織的な資源収奪を大規模

におこない，さらに使役を強制するなど，アイヌに過酷な：負担を課した。しかし，基本的にアイヌ

語や信仰・儀礼など，アイヌの文化を破壌したり否定するまでには至らなかった。究極のところ，

和人は資源収奪が目的であった。当時において商品価値のあるものが，極めて安価に大量に安定的

に入手できればよかったのである。

 蝦夷地に近接する地域へのロシア勢力の南下にともなって，北辺警備と蝦夷地経営を直接行うた

めに，1799（寛政11）年，幕府は東蝦夷地を松前藩より召しあげて直轄支配した。それに先立つ予

備調査を幕府から命じられた近藤重蔵は，1798年に東蝦夷地を巡見する。その結果彼は，蝦夷地か

らの資源収奪をもっぱらの目的とする従来の幕藩体制支配のありかたを変更するように，いくつか

の政策を提示した。これは日本的な同化政策の原形ともいうべきものであった。つまりアイヌの生

活と文化を「粗野」として否定し，日本語の読み書きを習得させることをはじめ，漁労や狩猟・採

集という彼らの生業を高度で文化的な農業に変えて，アイヌを農民化すべきであるという意見書を

幕府に報告したのである。衣服，髪型，姓名など，すべて日本風に改測させることを基本にしてい

た。創氏改名に代表される日本文化の強制を行った日本型帝国主義の植民地支配形態の原形が，す

でに幕府の官吏によって発想されていた。しかし，この試みは蝦夷地の一部で実施されたが定着し

なかった。基本的に近代以前のアイヌ支配は，隔離政策によるものであった。

近代国家日本の成立とアイヌ生活地の収奪と民族文化抹殺

 近代国家日本の構築をめざした支配権力は，．欧米列強のそれを手本にして模倣した。すなわち

1868（明治1）年の明治椎新の達成とともに，既存の幕藩体制下の一般領民は，いっきに「国民」に
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囲い込まれた。いうまでもなく国民自身には，国民意識はもとより市民的自覚はなかったのである。

さらに政府は，蝦夷地を北海道と改称して，そこにある豊富な資源を利用し，広大な土地を耕地化

することこそ脆弱な国家資本の基礎にできると考え，翌1869年に開発のための行政機関である開拓

使を設置した。そしてアイヌの伝統的な世界であるアイヌモシリの存在を無視して北海道を「無主

地」と規定するなど，列強の植民地経宮の法的手法をもちいた。また，お雇い外国人の力をえて開

拓計画の立案と実施を強力に推進した。

 近代国家成立期のアイヌ政策とそれがアイヌ社会にもたらした状況は，土地収奪と同化政策であ

り，生活困窮と伝統文化の破壊であった。

同化政策貫徹のための北海道旧土人保護法の制定

 アイヌは近代日本に，先住してきた土地を奪われ，伝統的な生業である漁労や狩猟も規制されて

ほとんどできない状態になった。日本化をめざす同化政策のもとで，アイヌは異族の言語や文化を

強制され，アイヌ語や伝統文化によって生きることが不可能な社会に囲いこまれていった。残され

た生活手段は最底辺の貸労働に頼るしかなく，開拓使の救済策も充分なものではなく効果をあげな

かったために生活は困窺をきわめていった。アイヌの窮状が国際的にも非難されて，ようやく帝国

議会は1899（明治32）年に「北海道旧±：人保護法」を成立させた。しかしこれは，勧農と皇民化教

育を柱にした福祉政策推進のための法律であって，アイヌを独自の民族と捉えて自立を助けるため

のものではなかった。この法律の制定には，アメリカのインディアン政策のよりどころとなったド

ーズ法なども参考にされたといわれる。

 この保護法は，農耕をする者には土地を給付することが盛り込まれたが，この最も重要な条文は

削除されて，1997年2月現在も，存続しているのである。さらに，この保護法は，正910年の韓国併合

で日本政府がとった皇民化政策の原形となっており，日本帝国主義の植民地政策は，アイヌ政策の

延長線上にあったことを指摘したい。

現代の問題点

 アイヌ政策は，国家によって特異な「民族」ではあるがそれは「同化されるべきもの」として扱

われてきた。そしてすでに述べたように，アイヌに対する諸政策は福祉政策の枠内でのみ行われて

きた。しかレ，いまやこれでは成り立たないことは明らかである。アイヌ自身の票望はもとより，

内外の世論の高まりや国連の動向を踏まえて，政府は福祉対策から民族政策に一歩近づく政策を行

うための立法化を図ろうとしている。これらの政策転換は，世界的な先住・少数民族間題の顕在化

と国際的連帯が進んできたことも力となっている。アイヌ新法制定に関する最近の動向は，さまざ

まな障害がありながらも北海道開発庁内に「アイヌ政策推進室」が設けられ，立法化への作業が進

められている。
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      コーカサス高地少数民族における社会経済変化

                セルゲイ・アルチュノブ

 ソビエト時代，主として1930年代初頭の集団化以後，とりわけ第二次世界大戦（WW2，もしく

はソビエトの正史では「大祖国戦争」と呼ばれる）が終結して国家経済が再建されて後，北コーカ

サスの高地少数民族における伝統的な経済や社会構造はほとんどその姿をとどめなかった。厳格な

意味でのロシア系の農民と同様，彼らも，村落単位，或いはいくつかの村落をまとめた形で集団化

され，大規模な集団農場に組織化された。ソフホーズと呼ばれる賃金労働者からなる国営の専門化

農場も広く組織された。集団農場のメ’塔oーやソフホーズの雇用労働者らは過去には土地を持たな

い農民であったが，非常に狭い小盗画地と限られた数の家畜の所有を許された。しかしながら，こ

れら家族所有の経済区画の生産性は，集約的な労働力の投入により，大規模な集団農場や国営農場

よりも高かった。ここでは，戦後時代の状況を詳しくは述べないが，農民（或いは労働者）らと地

方及び中央の権力者たちは絶え間ない闘争を続けた。農民は自分たちの小区画地や家畜を増やそう

と必死であったし，権力者は逆にそれらを限りなくゼロに近づくよう減少させ，農民が集団化され

た農場や酪農場に労働力をもっと費やすようにさせようとした。

 その間，教育と都市志向の社会の流動化が進み，もとは90％以上が農民だった少数民族集団の

内からも都市住民が出現し，その多くが今や知識人（学者，教師，医者，政府役人やその他の職

員），販売人，事務員，そしてもちろん採掘者や工場労働者として働くようになった。

 とはいえ，正確な数はそれぞれのケースによってばらつきがあるが，ロシア民族の場合，地域に

よっては約70％が都市居住者であるのに対し，少数民族の場合は逆に，通常60～80％かそれ以上

が地方居住者，すなわち農民である。

 私は本稿で「少数民族」という言葉を個別の事情を考慮せず，たとえばチェチェンのようなネイ

ションをも含めて使用する。チェチェンの人々は，入口は100万を超え，その本来の民族領域にお

いては勿論多数派である。しかしながら，彼らもロシア連邦の中では少数派とみなせる。それはロ

シア人と比較した数の上からだけでなく，その社会的地位の点からもそうである。

 確かに近年になって，旧ソビエトでは実質的に見られなかった現象がロシアで展開しつつある。

ほぼあからさまな民族差別的な軽蔑や疑いが，少数民族，特にいわゆる「コーカサス系民族の人々」

に対して向けられている。内務省からは秘密指令が出され，彼らが自分たちの共和国の外にすむこ

とを阻止あるいは最小限にとどめ，彼らを警察署で登録することを義務づけている。彼らは事実

上，警察によって絶え間なく威嚇されており，正当な登録書類一式を所持していようが事態は変わ

らない。こうしたことすべてが，かつての南アフリカのアパルトヘイト体制に酷似している。 「純

粋なロシア人」と異なろて見えるものは誰でもそれらの態度の犠牲になりうるし，警察のみなら

ず，多くの一般の人もこうした態度をとるのである。私はこのような事態がチェチェン人やダゲス

タン人，アルメニア人やグルジア人だけでなく，ブリヤート人，ヤクート人にも，また時として，

髪の色の濃い，「コーカサス的容貌の」モスクワ在住のユダヤ人にも起きていることを知っている。

この次第に強まる新たなロシア人の異民族嫌悪の根源の詳細をここで述べることはできないが，そ
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れは確実に，少数民族の間にみられる以下の傾向を生みだしている。つまり，彼らは固有の民族領

域内にできるだけとどまるようにつとめ，それが結果的に彼らの権力，影響九自治権を拡大し，

領土内での独立を勝ち取ることにつながった。また彼らの社会的経済的地位を，しばしば隣接する

ロシア民族の負担によって強固にし，強大にした。また彼ら自身が自分たちの伝統文化とみなすも

の，つまり土着の言語や宗教一ここでは特にイスラム信仰であるが一を復活させ，活性化させ発

展させるようになったのである。

 こうした傾向は，多くの場合，他のイスラム教国，特にトルコからの強力な支援を受けている。

が，より重要なのは，かつてのマハジール（㎜ha（募ir），つまり1860年代にトルコ，シリア，ヨル

ダンやその他の中近東諸国に移民した人々の子孫からの反応である。今，彼らはかっての故郷を積

極的に訪ね，その影響力を拡大している。だが今のところ，．当然のことながら，ここに永住するた

めに戻ってくるものの数は非常に少ない。しかし，彼らは合弁事業に参加し，故郷に残った親戚た

ちに多大な支援を寄せている。このようなことは1980年代初頭にはまだ考えられないことだった。

 前述した要因すべてが，劇的な社会・経済状況の変化を，かつての自治共和国，現在は正式に

「主権」国家となった北コーカサスの諸国にもたらした。これら諸国の主な資源と産業は何であろ

うか。チェチェンの場合，今や戦闘によって深刻な被害を受けている大規模な油田地帯と精油所，

機械製造工：場などがあるが，これはかなり例外的である。他の共和国では第一に農業であり，特に

綿，ゼラニウム，コリアンダー，タバコ，ワイン・ブランデー生産用のぶどう，ジュース・缶詰用

の果物を栽培する果樹園など，専門的栽培が盛んであるるトウモロコシ，穀物，野菜も多く生産さ

れているが，主にその地での消費に当てられている。

 産業も，機械，道具，合成繊維や皮革，缶詰工業，地域で採掘された鉱石（タングステン，モリ

ブデン，亜鉛，鉛など〉の溶解など，いくつかはある。

 サナトリウム，保養地，スキー・リゾートなどの観光，レクリエーション産業が重要な位置を占

めている。ソビエト時代には，利益が上がらないにも関わらず，それらに対して国家と労働組合

（ほとんど同じものであったが）から多額の助成金が出されていた。機械および道具製造産業に対

しても同様に助成がなされ，特に軍事産業コンビナートの一部であればなおさら優遇された。

 これらの産業全てにおいて，部分的に地方の人材が充てられたが，それ以上にロシア人労働者が

通例，雇用された。ロシア人労働者は両極端な位置で多数を占めた。すなわち，「汚い」，一流では

ないレベルと，特に高度な専門技術を要するレベルにおいてである。農業は現地労働力によって担

われたが，約30％ほどは（ダゲスタン以外），やはりロシア人が占めた。

 現在までに，農業における例外を除き，これらの産業全てが多かれ少なかれ危機に瀕している。

缶詰食品やその他の類似した製品は，中央ロシアの市場において，西側の食品との熾烈な競争に直

面している。ロシアの人々の購買力は，概して非常に落ち込んでいる。労働組合の補助金なしで

は，人々の大半は，もはや保養地やスキー場に行くことはできない。それができるだけの財力があ

る人なら，むしろキプロスや南トルコへ行く方を好む。北コーカサス地域の諸共和国の住民の総現

金収入は大幅に減少した。今やモスクワの平均収入の50～60％かそれ以下である（東に行くほど低
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い）。それは部分的には自然経済で埋め合わせがなされている。つまり，果物，野菜，牛乳，肉やそ

の他の食料は購入できなくても家庭内で栽培されていることがあり，現地では都市の世帯でさえ，

その恩恵を受けている。だがロシア人の場合，親族的紐帯があまり発達しておらず，都市住民はこ

のような援助が受けられない。

 1980年代半ばの調査（Kタジエフ（Taziev），未発表）によると，チルニーアウズ（Tyrny－Auz）

のタングステン・コンビナート（カバルダーバルカル地区）の採掘者や労働者の中では，バルカル

人家庭の収入を100とすると，カバルダ人家庭の収入は90を少し上回る程度で，ロシア人家庭はた

ったの70である。

 これはつまり，バルカル人は言うに及ばず，カバルダ人の家庭などよりも，ロシア人家庭がこの

地方で子を産み，定着する率が低いことを意味する。そして北コーカサスの他の地域での一般的な

傾向として，より西洋化・ロシア化していないほど，伝統文化の特徴が保持されており，その活力

や出生率，全般的な成功率も高いといえる。

 都市化している人々に比べて，都市化の度合いの少ない人々の方が，新しい状況が要求する変化

に容易に対応できる。すなわち，近代的な機械化された産業での雇用から，自営業，家内工業，

様々な種類の小規模産業へ容易に転換できるのである。

 観光産業は，以前は国家と労働組合，すなわちロシアの完全な管理のもとに置かれていたが，現

在は地域の人々の手に移りつつある。しかしながら，観光産業の再建と実施においてよりよい成果

を挙げるには，現在はまだかなり欠けている条件を満たしていくことが必要である。これについて

の詳細は後で述べたい。

 私営化は，北コーカサスの諸共和国においては，実質的にまだ始まったばかりである。ロシアの

他の地域と同様，まだそのための確固とした法的基盤は整っておらず，統制のない，規則性の見ら

れない乱れた形で進行している。このような状況下では，統制のとれない私営化の進む間に，超国

家主義的な感情や動きが容易に引き起こされる。それは私営化のプロセスを民族の境界に沿って独

占化しようと言う狙いからくるものであり，終わることのない民族間の緊張と対立の源となること

はほぼ運命づけられている。

 このため，コーカサス諸共和国の大統領や権力者たちは，もとはといえば皆，共産党の有力幹部

だったこともあり（チェチェンの分離主義指導者たちとイングーシュ共和国のルスラン・アウシェ

フ（Rus互al Aushev）は除く），私営化の進展を制限し，そうして多少は修正された形ででも，集団

化農業およびソフホーズ農業の現状維持に全力を挙げている。それにもかかわらず，私営化は進む。

そこで，最後に，その進展の詳細とそこに待ち受ける主要な問題点について述べたいと思う。

         観光を中心とする経済発展と文化

                雲南省大理盆地の場合

                  横山 廣子

雲南省は中国の西南端に位置し，4，000キロ余りの国壌線で東南アジアの3ケ困と接する所謂「辺
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境」の省である。山地が総面積の9割以上を占め，山間に「バーツ」と呼ばれる比較的人口密度の

高い平地が点在している。これらの地理的条件は，漢族を含めて26種類の民族が代々居住してきた

という歴史と不可分に結びついている。雲南は少数民族人口が三分の一に上る典型的少数民族地域

であり，従来，全国的に見て，経済的に立ち遅れた地域であった。

 ところが，近年は，煙草産業や観光の発展，東南アジア諸国との関係などにより，雲南の経済は

少しずつ上昇しており，条件に恵まれた一部の少数民族地域では，かなり急激な経済発展が見られ

る。本報告では，その典型例と思われる雲南省西部の大理盆地の白雨を取り上げる。観光を中心と

する経済発展の中で，彼らの民族文化の変化の動態について，具体的事例を通して考察する。

経済発展と観光

 大理盆地では，改革開放の具体的実践が，1982年頃から始まった。農村では82年末から生産責

任制の導入が始まり，穀物生産が増大するとともに副業の奨励によって，収入が徐々に増加してい

った。この過去15年ほどの経済的変化を見ると，観光業の発展が経済全体に対して少なからぬ影

響を及ぼしている。

 大理白族自治州では，その自然的，歴史的，民族的条件を意識して，改革解放の初期から，観光

業の発展を重視してきた。とりわけ，自治州の中心地である大理盆地地域は，82年3月には全国24

ケ所の第一期歴史文化名城」の一つとして，また同年12月には全国44ケ所の「風景名勝区」の

一つとして，それぞれ国務院に批准されている。84年4月に，同地域が外国人にも開放され，特別

の許可なくそこを訪問することができるようになったのも，観光地としての優れた立地を評価され

てのことである。

 特に91年から始まった国家の第8次5ケ年計画の中で，大理州では第三次産業の成長を大きな目

標に掲げた。7次5ケ年計画終了時の産業構造（第一次産業＝第二次産業：第三次産業の比率が46：

27：27）は，95年末までに変化（比率は38：31：31）したが，観光は第三次産業の拡大の旗頭として

ほぼ期待通りの役割を果たした。

 大加州の統計では，83年までわずか100人余りであった年間の海外旅行客数が，84年に5，000人

を超え，95年には4万人を上回るようになった。特に91年以降の伸びがめざましいが，この間，大

幅に増大したのは，まずは香港や台湾からの客であり，93年頃からシンガポール，タイ，マレー

シアからの客が急増した。いずれも中国系住民を中心とするアジアの旅行客である点が特徴的であ

る。また，国内旅行客も著しい増大を見せている。

絞り藍染め産業の発展と「土」のカテゴリーに対する再認識

 私が1984年の春以来，調査を続けている円村では，解放前から絞り藍染めが行われていたが，

83年に村営の工場ができで以来，観光や輸出用の商晶生産が発展し，それが村民の現金収入の増

大に多く貢献している。

 ここで注目されることは，この産業の発展自体，外国人観光客や輸出相手国の業者との双方向的
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コミュニケーションを伴う接触，つまり，国外の異文化との交流を通じてもたらされたことである。

それはさらに，白族自身の自らの伝統技術・文化の見直しにつながった。換言すると，白族に，彼

らにとって「士」のカテゴリーに属する事物に対する再認識を促したのである。

 絞り藍染めのブームは漢族の間にも広がり，中国国内でも一時は観光商品の枠をこえて日常着の

服地としてその販路を拡大した感があった。現在，すでにブームは去ったが，蒼村の白族の間で

は，日常的にも従来以上にこの布地が使われている。絞り藍染めは，少なくとも，彼らの自らに対

する誇りやアイデンティティの根幹の一部を支えているように思われる。

三道茶の「発明」から規範化へ

 この2，3年，急激に「三道茶」という名称が大理盆地や自族に関連して多く語られるようになっ

た。 「三道茶」とは，3種類のお茶による客人に対するもてなしで，それを形容して， 「南詔（8

世紀今田）以来の伝統の」というような宣伝文句も見られる。しかしながら， 「三道茶」という言

葉が使われるようになったのは，1980年代になってからのことで，それは，大理で文化面の仕事

に携わる人々が造語したものである。白族において伝統的に存在したといえるのは，独特の小型陶

器を直接火にかざしてほうじる茶や，黒砂糖をベースにした甘い飲み物を「茶」として人に供する

慣習であった。

 今のような形式の三道茶が広く普及するようになったのは，地域の観光開発に精通し，個人的才

能に恵まれたある漢族が，白軍の慣習を基礎として，三道茶の商晶化に成功したためである。さら

に，お茶を飲みながら民族舞踊を見るという形式へと発展することにより，白族文化を提示する演

出の場として，昆明の民族村内にある白櫛村の「目玉商品」にもなっている。

 このいわば，三道茶の「発明」と普及拡大のプロセスの中で，地元の文化人あるいは研究者の間

では，三道茶の「規範化」も論議されている。また，白族農民も観光商品としての三道茶を積極的

に押し出し始めている。しかし，現在までのところ，その生活の中にまでは「発明された」三道茶

が浸透しているとは言えず，それは白丁の日常の生活文化のレベルにはフィードバックしていない。

文化変化と経済発展

 以上のような状況を通して，文化変化と経済発展に関して，以下の指摘をしたい。

 1）絞り藍染め産業と三道茶の二つの例には，共通して，民族文化が観光を通じて商品化され，経

済的な利潤をもたらすという側面が見られる。しかしながら，商品化に着手した主体と文化に対す

る商品化のフィードバックにおいて明確な違いが見られる。

 2）絞り藍染め産業は，白族が従来，頻繁に接触してきた人々とは異なる価値観の人々との交流か

ら発展した。これは多数が長距離を移動する観光によって生じた。また輸出が本格化してからは，

貿易会社を媒介とした商取引という形で，間接的ながら効果的なコミュニケーションが成立してい

る。注目点は，従来の政治的・文化的力関係に起因する価値体系が，その体系外の人々との交流を

通して変質あるいは多様化したことである。また，従来の経済圏外との接触が経済状況を転換させ
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るような発展につながる可能性がある。

 3）観光化により「伝統的文化」が損なわれるという見方は，単純すぎる。白族は，観光のために

商品化される文化と自身の生活に根差す文化とを区別している。改革開放以後，観光化の進展と歩

調を合わせて展開してきた文化変化は，最終的には彼らの選択に基づいている。そこで，たとえば

大躍進以後，政治的に停止された宗教活動のように容易に元に戻るとは思えない。また，表面的に

文化が変化しても，それに対する愛着や誇りは失われていない。

 4）大理の観光資源としては，自然環境も大きな位置を占めている。この地域のシンボルの一つ，

溝海という湖は，その汚染が観光によって悪化したとも言えるが，また，観光重視政策のために，

汚染対策が前進したという面もある。観光業の発展と自然保護をともに実現するために政府が実施

した措置は，湖での漁業に深刻な打撃を与え，王族漁民の生活を大きく変化させるであろう。矛盾

の中に解決策を探る難しい問題だが，今回の決定が唯一の道なのか，白族自身の声はどのように反

映されたのか，検討に値する。

          オロチョン族の民族文化と現代化

                    洪 時栄

 現代世界はますます縮小しており，人々は工業時代以前の人が近隣の腹固を訪れるのに要した時

間で地球を半周することさえ可能である。毎年ますます多くの人々が世界市場経済に吸引され，さ

らに新聞・ラジオやテレビの放送，コンピューターの影響により，人々の生活様式に変化が生じて

いる。本稿は，文化の伝播現象の過程におけるオロチョン族の文化的適応・文化的特徴および民族

発展の問題に対して初歩的な探究を試みたい。

オロチョン族の伝統文化の概略

 オロチョン族は中国東北部の大小興安嶺の山奥の密林に居住している民族である。1949年に中華

人民共和国が成立するまで，原始社会末期の地域共同体の発展段階にあった。すなわち，未開の時

期から連綿と続いてきた古くて典型的な狩猟を主とし，採集と漁労を副とする生活をしていた。一

つの民族全体が太古から残存してきた狩猟経済に従事しているのは，中国と現代世界とを問わず非

常に少ない。オロチョン族は狩猟・採集・漁労において非常に豊富な経験と知識を蓄積している。

物質文化と精神文化の側面においては，狩猟経済と密接に結び付きながら，独特の衣・食・住や行

動の文化とシャーマニズムを中心とする古い精神文化を創造した。ここからオロチョン族が内包す

る要素が非常に豊富であるということが見て取れる。オロチョン族が作り出した狩猟文化は，たと

えどんなに単純で原始的であろうとも，非常に長い歴史を持つ技術・経済・社会形態・観念形態な

どの様々な要素の莫大な蓄積である。それは中華民族の文化の重要な構成部分であり，なおも非常

に大きな意義を持っているのである。

現代化の進行過程におけるオロチョン族文化の特色
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 1）新中国の建設と国家のマクロな発展戦略の実施に伴って，現代化の波は口碑チョン族地区にも

波及した。

 2）（1）鉄道の開発・汽車の轟音が静寂な大興安嶺を打ち破った。

   （2）主体民族の人口が大量にオロチョン族の生活区域に移住した。

   （3）大興安泊地区の原始林の大いなる開発。

 政府のこうした措置はすべてオロチョン族居住地の未開発の生態環境をひどく破壊し，この地域

の民族構造を変化させ，細田チョン族の人口比率は元来の98％から2％前後へと変化してしまった。

大興安嶺というこの大舞台での主役は，すでにオロチョン族から漢族へと移ってしまっている。

 3＞生存環境の変化と民族構造の変化は，オロチョン族をしてこうした変化に受動的に適応せざる

を得なくさせており，そうすることで直面する狩猟の場の減少や狩猟資源の不足といった現実の挑

戦を解決している。

   （1）季節に応じて移動しながら狩猟をする生活方式が変化したのに伴い，グループや村ごとに

    別れて定住するようになり，そのためにより良い生存と更なる発展を求めることとなつ

    た。

   （2）定住がオロチョン族の経済構造を変化させた。彼等は他の生産技術・文化を学び始め，

    生産の多角経営を行うようになり，これにより単一的な狩猟経済が終了した。

   （3）小学校・中学校，さらには民族中学をあまねく建設することで，当該民族の教育者とな

    る人材を育成している。

   （4）政府の資金援助を受け，ラジオ局・テレビ中継局・図書館・映画館といった施設を建設

    し，先進的で豊富な文化的生活を享受している。

   （5）民間療法によって疾病を治療するという以前の原始的な方法を改変し，医療隊を組織

     し，衛生所（中規模の診療所）を建設し，また科学的な医療技術を採用し，オロチョン

    族地域に蔓延するいくつかの主要な流行性疾病を徐々に抑えている。

 4）現代化の進行過程にあるオロチョン族の文化的特徴

 この40年余りの発展を経て，特に80年代に導入が始まった市場経済体制によって，オロチョン族

の物質文化と精神文化に大きな変化が生じた。

   （1）オロチョン族の社：会構造の深層部に隠れ占いた民族感情が，より広範な形式で表現され

     始めた。伝統的風俗・祭りの儀礼などの大量の復活がそれである。

   （2）現代化の進行過程が，オロチョン族の伝統的な祭りの祝賀儀礼に新たな内容を加え入れ

     た。オロチョン族は伝統的な篶火蓋（篭火祭り）（毎年6月18日）を基本として，その上

     に定期市での交易，科学技術に関する諮詞（コンサルタント・サービス）などを発展さ

     せ，篶火祭りを単一の娯楽や消費機能を持つ文化から，交易・文化交流といった商品発

     展の助けになるような多種機能を持つ文化へと転化させた。

   （3）商品経済の発展は，オロチョン族の民族文化の伝播を促した。オロチョン族の泊樺樹

     皮文化1などのオロチョン族が特に必要とするものは，すでにオロチョン族のみのもの
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     ではなく，オロチョン族の周囲のほかの民族にますます多く受け入れられている。

   （4）オロチョン族文化は，観光資源として，大興安嶺地区の観光事業において目増しに：重要

     な地位を占めるようになっている。馬に乗ってホロンバイル草原を旅行したり，仙洞の

     歴史巡りをするといった民族の祭りの活動は，国内外の観光客が参加を期待する活動で

     ある。

   （5）オロチョン族の民族意識が強化された。

 社会変動は，オロチョン族地区の人の流れや物資の流れ・情報の流れの量をますます増大せしめ

た。このことが客観的にみて民族の自立意識の発展を促した。オロチョン族の自尊心や名誉感，自

らが主人公であるという意識利害関係における平等意識などは，これまでのいかなる時代より強

烈である。

 上述のオロチョン族文化の特徴は，オロチョン族文化の現代化の過程における適応性を示してい

る。もちろん，伝統文化の基礎の上に根差した観念や潜在意識の中には，時に負の作用を引き起こ

すものもいまだに存在している。

民族文化とオロチョン族の発展

 D民族文化に対して「良いものを伸ばし，悪いものを放棄する」という態度を取ることで，はじ

めてオロチョン族の更なる発展が促進される。

 2）オロチョン族文化の観念の変革は，その民族の自覚による転換が中心にならなければならない。

 3）切入点（切り換えのポイント）を適切に選択することが，オロチョン族文化とオロチョン族の

発展を推し進める。

          チベット仏教とチベット伝統文化

                    江 平

 中華人民共和国のチベット自治区は，チベット仏教の発祥地である。仏教が七世紀に吐蕃に伝わ

って以来，1350余年もの，複雑で紆余曲折の多い歴史的過程において，特色のあるチベット仏教

が形成され発展してきた。チベットにおいて，それは広範かっ深い影響を有した。中華人民共和国

が球立するや即ちに次の方針を確定した。すなわち，チベットの宗教問題に対しては十分に慎重な

態度を取らねばならないこと，民衆の宗教信仰を尊重しなければならないこと，そして民族宗教の

上層部の人々の団結を勝ち得ることである。チベットが和平解放されて以降，人民政府は宗教信仰

の自由の政策を真摯に貫徹実行した。然る後，社会制度の改革を経て，宗教における封建的な特

権・獅圧・搾取制度・管理制度を排除して民主的な管理制度を実行に移し，宗教が社会主義と相い

適応する道を徐々に歩むよう推進した。宗教が一種の思想信仰や特定の意識形態（イデオロギー）

としてチベットに長期にわたって存在しうるであろうことは，いささかも疑いがないことである。．

まさしくそれゆえに，宗教に関わる問題を研究することが必要なのである。ここではチベット仏教

とチベット伝統文化の問題のみを取り上げ，いくつかの視点を提起したい。
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チベット仏教はチベット伝統文化の重要な構成要素である

 チベヅト族の伝統文化の発展は，チベット族の社会嘉展の段階駐を基準として，原始社会文化・

奴隷制社会文化・封建農奴制文化のいくつかの段階に大きく分けることができる。チベット族の先

民がそこで生存し発展してきた原始社会は，非常に長い歴史過程であった。この歴史過程におい

て，高く讐え連なる大雪山，怒濤のように流れる大河，幽静で密生した森林，出没し襲いかかる野

獣，というチベット族の軍民たちを取りまいた環境は，彼等が生活資料を獲得するための源である

とともに大きな災害を被る禍根でもあった。彼等は石器や大自然と戦うための簡単な道具を作ると

同時に，簡単な思考様式で自然を認識し始めた。ここにおいてトーテム崇拝や山神・精霊・竜神の

神話伝説など最初の宗教観念が生まれた。それは原始社会文化の精神的生産物となり，また，後に

は本教（ボン教）の形成の基礎を築くことにもなった。本教では，賛普（ツェンポ）が天神が降臨

して人間世界を統治することになった支配者であるとみなしている。こうした教えは，本教が奴隷

主による統治に奉仕する理論的な拠り所であることを示している。本教徒は，鼓・弓矢・刀剣など

を法器とし，人々のために，悪鬼・魔物を駆逐し，神に福を求め，吉凶を占い，福を祈り災いを払

い，病を治し死を見送る。さらに，生け蟄をささげて神を祭る様々な儀式が頻繁に催され，それは

奴隷制社会における人々の社会生活や精神生活の重要な内容となっていた。仏教が伝わる以前の吐

蕃の奴隷制社会の発展過程においては，本教は思想の領域において支配的な地位を占め続けた。そ

れは奴隷制度下の社：会生活や攻治生活・精神生活に対して非常に大きな影響を与え，チベット族の

伝統文化の形成と発展に対して重大な作用を及ぼした。そしてそのために当時のチベット族の文化

の主体となったのである。

 七世紀，仏教はインドと中国の内陸部からの二つの主要な経路を通ってチベットへ伝わった。仏

教は一つの外来文化として，またインドと中国内陸部の封建文化の特色をも伴いながら，意識の領

域において本教文化の独断場であったチベットへと入った。当然，この二つの文化の間には激しい

衝突が生じた。仏教は王室と一部の貴族権臣によって支持され崇拝された。しかし本教は，統治者

のイデオロギーに留まっていただけでなく，社会の中に深く根を下しており，さらには一種の強大

な社会的政治的勢力さえも形成していた。本教の仏教に対する排斥と反対は非常に激烈であり，本

教・仏教問のイデオロギー上の陣地争いは，そのいずれかが消滅しなければならない程度にまで達

した。この争いは二百余年の時を経たg仏教の思想文化は本教のそれと比較して非常に先進的であ

ったので，社会発展の需要に適応し，統治階級の支持を得て，発展してきた社会制度と次第に結合

するようになった。加えて，本教に対する闘争の過程において不断に調整を行った。すなわち，闘

争のみならず，ある時は一定程度の妥協をもし準。そして，宗教儀式や神格などにおいて，本教の

ものを少なからず吸収した。こうして，地方化し民族化したチベット仏教が形成され，多くのチベ

ット族人民の信奉を得た。それは，その後の発展において政教合一の道を進んだ。ここにおいて，

チベット仏教の思想は水銀が漏れ出るようにチベット族の社会生活や政治生活・精神生活のあらゆ

る部分に滲み込んだ。哲学・文学・芸術・天文暦算・医薬・建築などの方面やチベット族の風俗習

慣・倫理道徳・心理素質などにおいて，仏教の刻印が深く刻み込まれていないものはないばかりで

309



はなく，イデオロギーの領域においても絶対的な支配的地位ををしめており，チベット伝統文化の

重要な構成要素の一部分となったのである。

チベット仏教のチベット伝統文化に対する貢献

 Dチベット語・チベット文字を豊富にし発展させた。七世紀に吐蕃王朝の英主，松賛幹布（ソ

ンツェン・ガムポ）は，統治のための必要性から文臣呑米二布札（トゥンミ・サンポタ）などの人々

を西域・天竺などの国々へ派遣し，諸国の文字に対する学習と比較研究を進めた。彼等が吐蕃へ戻

ってから，梵文（サンスクリット）を下敷きとして，原始チベット文字のはじめての歴史的な規範

の改革を行った。これはチベット族文化の発展の歴史において画期的な意義を持つ重大な事業であ

る。チベット文字の史籍の記載によると，それが作られた初期の最も重要な役割は仏教経典の翻訳

であった。仏教経典の翻訳は七世紀から始まり十四世紀に至ったが，その間，梵文や漢文の中から

大量の経籍が翻訳されたd徳格（デルゲ）版の『難文大蔵経』に基づいて数えると，合わせて経典

4，570種余りが集められた。それには仏教学以外に，哲学や文学芸術・天文暦算・医薬・工芸など数

多くの学問の著作が含まれており，実質的にはチベット文字版の百科全書である。もともとそれほ

ど科学的・規範的ではなかったチベット文字が，この仏教教典の翻訳という「訳語の統一」運動を

経て，よりいっそう規範的で科学的なものになったのである。

 2）チベット族の文学の発展を推し進めた。仏教の中には数多くの仏教文学作品があったので，仏

教経典の翻訳と普及は，チベット族の文学に新たな文体をもたらし，チベット族の文学の発展に新

たな境地を切り開いた。

 3）チベット族の教育の発展を促進した。十世紀以降，寺院はチベット族の文化教育を独占した。

そこは宗教活動の空間であるのみならず，文化的科学的知識を学習し普及させる中心地となった。

比較的大きな寺院には顕教・密教学院が設けられていたばかりではなく，因明学院・医方学院・時

輪学院も設けられていた。寺院の僧侶は仏教の知識を学ぶ以外に，天文暦算・論理法則・歴史・言

語・工芸・医薬・文学芸術などの知識，いわゆる大小五明（学科・知識）の学をも学習した。した

がって，僧侶は宗教職能者であったばかりではなく，医者・画家・歴史学者・言語学者・天文暦算

学者・文学者などといった知識分子でもあった。歴史上の数多くの著名なチベット族の人材は，そ

の大部分が寺院による育成の中から誕生したのである。

 4）建築・絵画・彫刻が空前の発展を遂げた。仏教の伝来に伴い，仏教を信仰するようになった

賛普と奴隷主階級は，仏教寺院の建立を非常に重視した。このため，チベット族の建築・絵画・彫

刻・塑像などの芸術もそれに伴って発展した。

チベット仏教のチベット族文化に対する消極的な作用

 チベット仏教は，チベット族文化の重要な構成要素として，先に述べたように，チベット族の伝

統文化の継承と発展に対して，軽視することのできない積極的作用を及ぼし大きな貢献をした。し

かしながら，別の側面ではまた，チベソト族文化の発展に対してある程度消極的な作用をも及ぼし
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た。甚だしい場合には，ある領域において一定の範囲内でチベット族文化の発展を阻害さえもした

のである。

 チベット仏教のチベット族文化に対する消極的な作用は，主に以下の部分において表われている。

チベット仏教はそのイデオロギーの領域全体において，人生苦海・世事無常・六道転回・因果応報・

修仏解脱という観念主義的な世界観と人生観を宣揚している。そしてチベソトの農奴制社会の一切

の苦難と不平等をすべて前世の因果応報であるとし，自ら罪業と為し，報いを受けるのだとしてい

る。 「服従」や「忍従」を鼓吹することは，現実の一切の不合理な現象に対する反抗と闘争を放棄

することである。また，来世のために善業を行うが，最も良いのは，出家して修行し，解脱し成仏

し，永遠に巡り来る苦しみから逃れることにあるとしている。こうした観念主義的な世界観の核心

は，現生を放棄し来世を追求することにある。かくしてそれは人々の思想を制限し，人々の行動を

束縛し，人々が現実の素晴らしい生活を追求することに影響を与え，経済・文化の発展を阻害する

こととなったのである。

          社会改革とエスニシティの諸問題

               ミハイル・V・クリューコフ

 中国の「左伝」や古代ギリシアのヘロ．ドトスの著作以来，学者たちの多くは伝統的服飾や飲食物

などの文化的特徴を，民族集団問の境界やエスニシティそれ自体の主要な客観的基準としてきてお

り，それは現代にいたっても依然として変わらない。19世紀も末になって，こうした側面に始めて

重要な突破口が開かれ，エスニシティ理論は，旧態依然とした「客観論」から「主観論」へと転換

し，エスニシティは共通の自己意識がその本質的な要素であると強調されるようになった。

 非常に残念なことではあるが，スターリンが提起した「民族」の定義は， 「共通の経済生活」と

いったエスニシティの本質とは無関係な現象を取り上げている一方で，自己アイデンティティの重

要性は全く軽視していた。このようにそれが提起された当初からすでに時代遅れであったスターリ

ンの定義は，社会主義国家のイデオロギーの状況に終始多大な影響を与え，そのため，こうした

国々におけるエスニシティ研究は数十年間停滞した状態に置かれた。

 中国の民族学者について言えば，80年半になって始めてスターリンの定義に部分的修正が加え

られ始めた。例えば，エスニシティの諸特徴における文化的要素の重要性が再び特別に強調され始

めたり，50年代に民族識別工作を行っていたときには，そうした観点が基本的な理論的根拠とな

っていたなどといわれたりしている。しかし，当時の実際の状況が必ずしもそうではなかったとい

うことは，明らかである。もし「客観的な」文化的な特徴を根拠としていたならば， 「揺」や「葬」

といった人為的に構成された実体をそれぞれ個別の民族であるとすることは元来，全く不可能であ

った。

 現在の中国では，半世紀前に行われた民族識別を批判的に再検討しょうとはしていないが，当時

以来の多くの問題が残されていることは明白である。正にこうした理由により，民族識別の理論的

根拠を議論することは，今も依然として非常に大きな意義を持っているのである。
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 さらに今日では，民族集団間の境界を確定するために，民族意識といった「主観的」基準を採用

する必要がある，ということのみに問題が存在するのではない。エスニシティ理論研究の現段階に

おいては，エスニシティの本質を認識するための，より有効な別の方法を探す必要があるだろう。

というのも，アイデンティティの認識あるいは自己意識といったもの．は，民族集団との関連におい

てのみ存在するのではなく，その他の種類の社会的集団との関連においても，多くそれが見いださ

れるからである。したがって，エスニシティ理論においては，新たな突破口を見つけ出さねばなら

ないであろう。

 本稿は以上を踏まえた上で， 「文化」と「エスニシティ」との関係に関する問題を解決するため

に，新たな研究の方向性を提起するものであり，皆様のご教示を期待する。それが従来のアプロー

チと異なるところは，エスニシティが共有している「客観的」あるいは「主観的」特徴，すなわち，

ある民族集団の成員が共有する特徴を立論の出発点にはしておらず，そのかわり，エスニシティと

その他の各種の社会的集団との間にいかなる相違点があるのかを認識することを重視している点で

ある。

 こうした角度から現在の民族名のリストを検討すると，以前にはしっかりとした理論が欠如して

いたために生じた誤りが，その中に見受けられる。早晩もう一度民族識別工作を実施する必要があ

るかないかは，我々が現在直面する改革：の情勢によって決定される。人類の社会は，各種の関係が

分解され得ない総体をなしており，経済や政治をその出発点としたにしても，必ず，その他のあら

ゆる側面と関係せざるを得なくなる。したがって，民族関係も改革の対象の一つとならざるを得な

いQ

      中国少数民族の現代化における基本問題の探求

                   唐屹

 民族とそれに関係する研究は，そもそも感情，学術，政治などにかかわる一種の総合的研究であ

る。

 民族及び国家は，本来世界中でいまだに一種の誤りであるとは証明されていない道理～変動一を

うけており，それに支配されている。民族と国家の内包と外延は歴史の長大な流れの中で，常に変

化しているものである。いわゆる地域・言語・宗教・風俗習慣，更には血縁を共有している民族の

内在と外在はすべて，あらゆる時代，あらゆる場所で変化し続けている。

 民族・国家・文化そのものが変動の過程にあるというのは，もともとそれらがそうした性質を持

つものなのだとい．うことであり，決して新しく生じた事：象なのではない。中国民族・中国国家及び

中国文化の誕生・成長・繁栄，更には停滞・衰退・復興などの変化は，まさにこうした変動理論の

最も上手く証明するものである。

 中国の歴史は様々な民族が打ち立てたそれぞれの王朝によって，先に成立したものを後のものが

受けて発展するというかたちで，かっては成長してきたのであり，統一的な多民族国家の形成は長

期にわたる歴史的発展の一つの過程である。数多くの諸々の少数民族と主体となる民族一漢族一は
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すべて，以前はある一つの時空における中国国家の核心となる力であった。実際には，歴史上の中

国の数多くの偉大な王朝及び時代は，少数民族や少数民族の血を大量の含む集団によって成立して

きた。ところが，これらの王朝やその民族はいまだかつて中国と対立してはいない。

 中華民族は，それぞれに異なった起源と文化的特色をもつ民族集団から次第に発展してきた。初

期的な民族集団から，初期的な統一体，さらに農業と牧畜業との二つの大きな統一体を経て，また

各民族の流動・混住・離合集散の発展過程を経て，核心としての漢族を形成し，さらに漢族をその

核心として，時には能動的にまた時には受動的にそのほかの東アジアの民族を凝集し，最後に即自

的（自在的）な中華民族の実体を形成した。アヘン戦争以降は，列強の抑圧の下に，即時的な民族

実体が禍福を分かち合うような民族の実体へと進化してきた。こうした中華民族多元一体格局は史

実においても，現状においても，また将来においても発展する。

 秦朝の大一統以来，中国が政治的に統一された時期は全体の三分の二を占めており，一方分裂し

ていた時期は三分の一を占めているが，たとえ分裂していた時期においても，分裂していたそれぞ

れの集団は中国と対立していたわけではなかった。民族の形成においてもこれと同じことが言え，

離合集散する中で，たとえ分かれていた時期でも，分かれても未だ堕せず，押しても未だ合せず，

という相対的な安定性が出現しており，最後にはまた合へと回帰していった。

 中国の国家・民族・文化の歴史的な事実や現状の特色をはっきりと認識するに当たっては，以前

の西洋社：会の「近代ナショナリズム」（modem nationalism）や「民族国家（国民国家）」（nation－state）

の観念のみを用いて完全に解釈することは当然できない。

 もし「近代ナショナリズム」や学界国家」の観念を用いて中国・中華民族・中華文化の発展を

解釈しなければならないとしても， 「多元一体構造」のみを用いることができる。

 アヘン戦争以降，中国の国家・民族及び文化は，近代に世界の近代化を創始した西欧文化の衝撃

を受けた。いわゆる，衝撃を受けて，秩序の喪失・摩擦・衝突・対立などを引き起こした問題は，

内在的・外在的にかかわりなく，すべてすでに存在していたものであり，その激しさの程度の認知

は，それぞれの時代によって定められている。言い換えるならば，以前には激しい衝突であると認

識されていた問題が，現在ではそれほど激しくないと思われたり，あるいはすでに解決されていた

り，甚だしきは解決しようとせずして解決されていたりする。

 中国民族は近代に西洋文化の衝撃を受け，それぞれの少数民族と主体となる民族一漢族一などを

内部に含む総体としての中華民族が，日本や西洋の軍事的・政治的・経済的・文化的等各種のカに

よる圧力を受けていたと考える必要があり，こうした圧力が当然中国を傷つけた。しかし一方で，

中華民族を即時的（自在的）な民族実体から，苦楽を共にする民族実体へと変化させた。激しい列

強の圧力の下において，さらに堅く凝集していった。別の角度から見ると，この圧力の下で，中華

民族が追及した自由解放は，個体を内在させた総体としての中華民族の自由解放を含んでおり，そ

れぞれの（個体の）少数民族の自由解放と総体としての中華民族の自由解放は密接につながってお

り，切り離すことはできない。自由解放は，列強の圧迫から脱却し，さらにそれらの水準に追いつ

こうとするものであった。さらに言うと，実際には，中国少数民族の自由解放は，総体としての中
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華民族の解放以前には非常に達成され難いものなのである。

 先に述べた，中国の国家・民族・文化的特色を理解するために，今回のシンポジウムの討論の要

点を見ておこう。

 1）現在の世界の文化の変動の速度は，以前と比較すると大きい。しかし，こうした大きさは相対

的なものである。中華民族の外在及び内在が受ける相互の衝撃はすべて，以前に受けたそうした衝

撃と比べると，大きくなっている。外来の衝撃を受け入れるということのみからいえば，外来の西

欧文化が中国の主体的民族である漢族及び少数民族に衝撃を与えたといえよう。一般的にいうなら

ば，漢族の受けた衝撃が比較的大きくまた直接的であり，少数民族の受けた衝撃は比較的小さくか

つ間接的であった。少数民族が西欧文化の衝撃と影響を受けるのは，往々にして漢族の伝達を通し

てなのである。

 中国の国家・民族・文化による対外的な衝撃についての問題は，ここではひとまずおいておく。

 このため，もし中国の少数民族の西欧文化による衝撃と変化の発生を討論しようとするとき，漢

民族の要素をしっかりと考慮にいれる必要があり，しかも国家主権の観念は政治のレベルにおいて

作用するのみならず，同時に民族と文化のレベルにも影響を及ぼす。

 中華人民共和国は，中国の国家・民族・文化の伝統的特色と時代の潮流などに基づいて，民族区

域自治の法律と制度を提出し，各民族の平等・団結・共同の繁栄の原則の堅持・実行を現実のもの

とした。また，その社会主義民族間関係を発展させ，高度な文明・高度な民主をなす社会主義国家

を建設した。

 台湾側では，少数民族問題に対しては，元来の1946年の中華民族憲法からであろうと，あるいは

最近の憲法修正案であろうと，少数民族め地方自治制度・参政権・民族的な地位に対して保障をあ

たえ，その自治事業・文教経営建設及び人民の生活習慣を保障し，発展させている。

 海峡両岸政府は，それぞれ時代背景：や程度が異なる状況の下で，中国の少数民族の様々な権利と

事業に対して保障をし，発展を進めている。こうした保障と発展の中で，歴史的な背景と現実的な

需要などの要素に基づいて，中華民族のそれぞれの少数民族と主体となる民族の間での，またそれ

ぞれの少数民族間での互助，協力は必然的に生じる。いわゆる中国は土地が広く資源が豊富で，人

口が多いということについては，その前者が少数民族地区に比較的相当し，後者が漢族人口を主体

とするものを指しているが，漢族が比較的充実した技術・資金・情報などを擁している。その両者

の互助・協力，共同繁栄は必然的な過程（途径）であり，当然こうした過程の中で衝突と秩序の喪

失が引き起こされる。以前の中国民族の発展の歴史をつぶさに見てみると，前者は必然的に後者を

内包しており，後者もまたそれによってとこしえに存在することがでた。

 2）統一された多民族国家，あるいは民族の中において，総体性を持った文化やその下位レベルに

ある主体的文化，それにそれぞれの少数エスニシティ文化が当然出現してくる。こうした現象は

様々な形態・様々な程度・様々な内包などの方式を以て示すことができる。たとえ比較的単一な国

家や民族，文化の中においても，様々な差異が存在し得，問題は，総体性・主体性・個体性の三者

の聞での同質と差異が妥当な強調を獲得できるかどうかにある。それが可能であればこそ，相対性
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が長く維持され，不可能であれば，秩序の崩壊・衝突・更には分裂さえをも招くことになる。中国

の歴史においては，総体陸は常に存在しており，また作用してきたが，一方で個別的な差異もずっ

と存在してきた。

 中央の権力が強力であった時には，総体（一体化する）力の作用が大きく，個別的なカはそれに

包み込まれて弱くなった。その長い歴史の発展中で，それぞれの個別存在の問や個別存在と主体的

な存在との間で，相互に影響を与え，浸透し合ったことにより，総体は拡大し，主体も拡大し，主

体は変形し，個体も変形し，更には個体の消滅などさえもが，時空の変化に合わせて変化した。

 文化的レベルから見るならば，総体文化の包容性は非常に重要であり，包容性を欠いた文化は長

期にわたって存在しにくい。中国文化は非常に包容性を持ったものであり，中国の少数民族の文

化にいたっても，この種の包容性を備えており，このことがつまり，中国の民族と文化が連綿と発

展してきた主な要因の一つである。

 中国文化のこうした性質を理解することによって，いわゆる文化の二層次説を，非常に容易に分．

析し，調和させることができる。中国全体としての国家や民族の歴史や文化と，個別の歴史や文化

とは必ずしも衝突するわけではない。例えば，黒暗は元王朝やモンゴルの歴史であるとともに，中

国や中国の民族の歴史と関係した部分でもある。また，清史は満族や清王朝の歴史であるととも

に，中国及び中国の民族の歴史に関連した部分でもある。元代と清代の蒙・満両王朝は両者とも，

中国の正統的王朝を自認しており，その他の民族もその正統的な地位を承認している。過去にお

いてもそうであったし，現在もそうであるし，また将来もそうである。

 国語（普通語）と民族言語の両者は決して明らかに対立するものではなく，とくにここ数年来は

それが時代の趨i勢であり，海峡の両岸当局は国語（普通語）を推進する際に，法律や規定を以て

民族言語の継承と使用を保障している。こうした保障の実際の運用状況は様々であるものの，大方

．の方向性は一方で国語（普通語）を推進し，もう一方で民族言語を保存し発展させるよう，できる

限りの立法化を行っている。

 3）文化が民族のアイデンティティなどの問題を再組織化し，新たに考え直すという基礎の上に

も，先に述べたのと全く同様の総体・主体・個別という三層の関係の相互作用がある。三者の間の

関係は決して明らかに対立するものではなく，少数民族のアイデンティティとその総体としての中

華民族に対するアイデンティティも，敵対関係にあって調和不可能であるというわけではない。世

界の先進国における多民族の互助協力や調和的並存の例はすこぶる多く，こうした調和が成功する

か否かは総体としての民族，とくに主体となる民族の発展の盛衰という視点から見れば，現代はな

おさら経済発展が重要な要素となる。これをつぶさに見るに，中国の歴史は中央王朝の繁栄であ

り，つまり四方の辺境の地の帰順である。中原版図の動揺は，つまり四方の辺境の離反である。繁

栄の成否，経済の優先は，即ち海峡両岸当局が経済発展を強力に推し進めるための基本的原因とな

る。

 前述の中国国家・民族・文化などの総体性・主体性・個別性の三つの層次から，中国の少数民族

の近代化を見てみる。そうすることで我々は人口・文化・教育及び民族間関係などの方面から以下
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のことを詳細に検討することができる。

 （1）人口；少数民族人口・少数民族地区人口・漢族人口・全国の総人口の規模と質的な差異；人

   口と生態関係，民族矛盾；民族人口政策及び国内移住等の問題。

 （2）文化：中国の民族文化の特色；民族文化と民族意識；民族文化と近代化の調整・適応など。

 （3）教育＝民族教育の意義・性質・政策・発展；教育と宗教；教育と近代化など。

 （4）民族間関係：民族間関係の発展過程；現代の民族的自覚と民族間関係；大民族主義と民族の

   分裂主義など。

 現代中国の少数民族の近代化の基本的な問題は，非常に雑然としているというべきであり，前述

の人口・文化・教育及び民族間関係などは，ただそのうちの一部分にすぎない。中国少数民族の近

代化は，中国の主体的民族である漢族の近代化や中国民族の総体としての近代化と全く軌を一にす

るものであり，その基礎は経済が発展し得るか否かにかかっている、経済の発展が良好であれば，

四つの現代化を施行することができ，いわゆる「社会的生産力を発展させることは，新たな時代の

民族工作の根本的な任務」であり，経済開発は少数民族を内包する当面の中国の近代化問題の基本

である。

         満族の社会・文化の変革と民族の発展

                    果 洪昇

 満族は悠久の歴史と文化を有しており，中国史上に輝かしい貢献をした少数民族である。先秦の

粛慎，漢・三国時代の掲婁，北朝時代の勿吉，随唐時代の転鞭，遼・宋・元・明時代の女真，これ

らはすべて満族の祖先である。明朝中期，女真は建州・海西・東海の三部に分かれており，中国東

北の広大な地域に生活していた。明朝に冊封された建州三衛指揮使の末喬であるヌルハチは，1583

年に兵を挙げ，11年の歳月を要して女真の各部を統一し，ニル（牛録八議の基礎的単位）を単位

として屯田を行ない，八旗制度を確立し，満州文字を新しく作り，1616年（明の万暦44年目に後

金政権を打ち立てた。］635年，ホンタイジが品名を正式に満洲とし，1636年，後金を大恩と改めた。

また，蒙古八旗漢軍八旗を編成し，八旗制度を拡大した。そして1644年に入関し，中原に入り支

配者となった。その後，清朝の全国統治は267年間に及んだ。1911年，辛亥革命によって清朝の統

治が打ち倒された。1949年，新中国が成立し，民族を抑圧する制度を廃止した。高島は他の各民族

とともに，真の一律：平等を実現した。満族が比較的集居する地域の各レベルの人民代表大会はすべ

て自民族の代表を有し，国家の各レベルの政府の管理業務に参加した。全国に11の士族自治県が

立て続けに作られ，他のそれぞれの少数民族と同様に，区域自治の権利を享受している。ヌルハチ

が後金を樹立し満族が正式にその名を定めてから今に至るまで400年にもなろうとしているが，そ

の間，満堂社会には四度の大変革が生じ，それらは民族文化全体に対し非常に大きな影響を及ぼし

た。民族文化の変革に伴って満族は，中国の各少数民族の中でも最も開放的で，祖国の発展に重要

な貢献をした民族となった。

 社会と文化の最初の大変革は，ヌルハチとホンタイジの時期に起こっている。ヌルハチは女真の
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各部を統一してから，元来の「ニル」を完備したその基礎の上に半旗制度を創設した。また，ホン

タイジは八旗蒙古，準縄漢軍の組織の編成を完成させた。この社会組織は，行政，軍事，生産の三

方面の機能を合わせ持っており，社会経済の発展を促進して，農業生産が経済生活において重要な

地位を占めるようにならしめた。後金の奴隷主政権の統治下の馬廻社会においては，様々な要因の

作用と影響によって，封建的関係が徐々に形成された。ヌルハチの時代に，モンゴル文字と母語の

語音を基礎として，満文（満洲文字）が新たに作られた。ホンタイジの時期には，それはさらに完

成度を高め，満族の言語・文字が形成された。その上，漢族の史書や典籍，文学作品が大量に翻訳

された。シャーマニズムの発展と同時に，仏教，ラマ教も満洲に伝わってきた。農業の発展によっ

て，馬術や弓術に優れているという生活面での特徴が大きな影響を受けた。これにともない服飾も

次第に変化し，礼俗，建築音楽，歌舞も他民族の要素を吸収していった。この時期は，満族がそ

の名を得，清朝を樹立した時期であり，また社会が奴隷制から封建制へと変化し，民族と文化が大

きく発展した時期である。

 社会と文化の第二の大変革期は，清朝が中原に進軍して全国を統治し始めた時期である。1644

年，清軍は機に乗じて入関し，全国を統治する王朝を建国した。半旗の兵士は全国を転戦し，主要

な城鎮に駐屯して防備にあたった。こうして満族はもともとの東北地域での集居から全国的規模で

の大分散・小集居へ，という分布上の特徴を形成していった。満族貴族の政権は各民族の人民を奴

隷のように酷使し，人民に髪を剃り服を替えるように迫り，満化の目的を達成した。また，抵抗を

厳しく弾圧し，民族対立を不断に激化させた。康煕帝が帝位を継承してからは，民族対立を緩和す

る政策を徐々に実施した。農業が発展し，社会の生産力は著しく向上し，人々の生活は安定した。

満族の封建荘園制度は次第に地主経済へと移行し，満族全体の社会，経済，文化生活が，次第に漢

族の発展水準に近付いた。文化の面では，漢族の封建思想文化を大量に吸収し，漢語を通用させ，

儒家の倫理観念が次第に共通の道徳基準となった。満人は文学・芸術・科学技術の領域において人

材を輩出し，しかも優れた成果を挙げた。この時期には，満族が全国を統治し，漢民族の先進的な

文化を吸収し，祖国の文化を豊富にし発展させるために輝かしい貢献をしたのである。

 社会と文化の第三の変革期は，清末から辛亥革命に至る時期である。清朝中期以降，貴族統治者

の腐敗が内外の矛盾の激化を引き起こした。辛亥革命は清朝を打倒し，軍旗制度を廃止し，満族貴

族の統治者としての地位を改変した。この大変革：は，満々の社会生活の様々な方面に非常に大きな

変化を生じさせた。多くの知識人が封建的で腐敗した統治に反対する愛国者や革命者となった。そ

れらの中には社会科学や自然科学，文化や芸術の学者・専門家となる者や，改良派としての道を歩

む者もいた。貴族のなかには己れの生計の道を探し求めて奔走する者もいた。全国各地に居住する

満族民衆は，社会生活のそれぞれの分野においても次第に漢族に近づき，相互に優れた要素を吸収

し保持した。満族文化と漢族文化の相互浸透は，それぞれの民族の文化の宝庫を豊かにした。歴史

は，満族をして全国を統治する地位にまでに高めたが，また，満族が少数民族の中で最も開放的な

民族となることをも決定づけた。この時期の変革において満族は大量に漢族の中に融合した。漢民

族も，ある方面においては随習を変革し，満族文化の秀でた部分を吸収して中華の各民族の共同の
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財産としたのである。

 社会と文化の第四の変革期は，新中国の成立から改革開放に至るまでの数十年の期間である。満

族は「排満」の影響から脱却し，各民族の真の一律平等を実現し，自治の権利を享受するに至った。

全国で社会主義の現代化が実現される過程において，韓族の各階層の人民は自分の役割を十分に果

たした。満潮の人口は200万人余りから900万人にまで回復・発展し，中国第二の規模を持つ少数

民族となった。ここ一世紀の変革において，満族は多くの特徴を失ったが，しかしその民族文化は

この数十年の間で十分に発揚された。その民族意識と民族的アイデンティティは今後とも長く存在

し続けることになろう。現在の社会主義市場経済の衝撃の下，満族文化はさらに発展を遂げ，価値

と品位を高め，中国各民族の文化の重要な構成部分となった。華族は中華民族大家族の一構成員で

あり，今後も長期にわたって存在し発展していくことであろう。

 若干の分析と結論：1）満族は悠久の歴史と輝かしい文化を有する民族であり，その上層部は200

年余りにわたって全国を統治し，祖国の政治・経済・社会・文化を豊かにした。満族は全体として

中国の歴史に対し非常に優れた貢献をし，中華民族大家族の重要な一構成員である。2）歴史は，満

族をして全国を統治する地位にまで高めたが，同時にまた，満族が少数民族において最も開放的な

民族となることをも決定づけた。同族貴族が全国を統治し始めた時期に，他民族を「満化」させよ

うとした。結果的には，発展した民族の先進的な制度や思想，文化を吸収しないわけにはいかなか

った。こうして統治者としての自己の地位を揺るぎないものにするという目的を達成した。貴族の

腐敗によって清朝政権は滅亡する結末となったが，全国各地に分布していた満族は，人口の多い漢

民族の大海の中で生活するうちに最も開放的な民族を自ずと形成した。新中国の成立以後の数十年

間で，民族は発展し，民族文化は回復・発揚した。しかし，保守的になることが非常に少なく，先

進的な思想と科学技術を吸収することに長けており，そうすることで自らを豊富にし，発展させ，

自覚的に民族を開放的にした。したがって，満族は大きな希望のある大きな貢献をなす民族である。

3）辛亥革命以後，満族はその特徴を失い，とくに民族の言語・文字は，満族においてすでに歴史と

なった。しかしながら民族の伝統文化の優秀な部分はそのまま維持されてきており，しかも，それ

は今やまさに発揚されつつある。民族意識と民族的アイデンティティはさらに長期にわたって存続

することになろう。満族は全国の各民族とともに中華民族の大家族を構成し，今後も長きにわたっ

て存在・発展して行く。4）民族は一つの歴史的範疇に属するもので，その誕生，形成，発展，消滅

には法則がある。民族は，人々の社会的な集団として，階級や国家の生成に伴って形成される。国

家や階級が消滅した後に，民族もはじめて消滅し得るのであろう。しかし，こうした民族の消滅

は，ある一つの民族による同化ではなく，非常に長い歴史の中で達成される各民族の融合なのであ

る。満族の社会と文化の変革における変化は，民族の歴史的発展法則に完全に一致しており，他の

民族の発展にとってモデルを提供している。
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         美干21世妃中国少数民族的若干考察

                  釧紛逐是和解？

                  托弓斯海伯勒

  近十年世界性的民族沖突在激化，遠一同題已成力線民族国家内部政治不安定的主要原因之一。

同政治、経済、文化、宗教及逸史等有美的沖突一祥，民族夏巣也成力了主要的原因。例如象蒜朕及

奈面的坊史配慮表明，同思想体系的坪粉、経済和社会的変化一祥民族夏巣冠程的結果論影哨也給多

民族国家的中国帯来了新的民族挑成。遠田亦朕那祥的多民族国家的崩潰及同中国相部的中亜的民族

主文的ザ大和中国国内的状況（自由化、升放政策、社会変化）有美。

  社会科学研究者伯長期以来一宜杁力，随着順済的友三和現代化，不同社会向的宗教、民族和文

化的差昇呼野被呼一化。他伯杁力現代化的友展結果，將昇致民族差昇的口減。但相反地，事叩上却

引起了民族夏巣和民族族群性的高聞。遠秤情況在中国也弾弓祥的，近十年几乎所有的民族都表現出

了民族夏巣和民族族中性的高泓。所以，倣力中国力了防止長期性的民族沖突，有必要尋繰出解決演

立話新的方法。遠笹葺告的実振出短点是披露可能曲面的民族煙突的迂程，井尋我解決的方法。

  因此，本文試圏通辻四冷例子，来幽明中国在鋒済和社会的変化違酒中民族沖心的主要原因：（1）

集団性的氾怯：是官方対少数民族的公杁形象，中国的不同民族集団的所史流感和鑑験，給南面霜現

在多数民族同少数民族美系帯来的影口向；（2）政治性的向題：地方自治政策上的欠敏及民族族群性的

高激；（3）鐙済性的向題：友展的差距；（4）三三多数民族／少数民族的文化坪イ介等的文化向題。最

后，力了村恰，本文提出一些緩和民族沖突的弓以。

         台潜南島民族的文化復振與族群認同

                  1980到1995年

                    蒋斌

  1980到1995「的15年間・台湾的政治杜面一文化各個方面都経歴了一系列重大出血攣・也画面在

這15年間・台漕島上説南島語的原住民族在族和寒文化意識方面・進入了一個新的襲爵階段・本文的

主要目的・在探討過去15年台湾原住民運動中・是邨些南島文化面向特別受到強調？爲何在埋入殖民

鱒制的肚會文化脈絡中・這些特定的文化面向中国台濁原住民朝煙作善建立車群認同的表徴？

  本文包含二個部分・第一部分掌短回顧過去一世紀日本人與華人燈台潤的殖民統治・特別是一町

繋於下前情興野具有深遠影響的政策・例如保留地制度與教育政策等・同時・在這一部分，門下簡

短地回顧台湾在解言前後下原住民相三三主要二丁事件・這些事件如何催生出一個全面性的三門原住

民運動・第二部分討論台湾原住民不同族群認同的過程中・特別畑鼠的一軸文化表徴・這些文化表徴

包括：（1）恢復使用個人與團髄的南島語名氏；（2）年度部落：辮義歯若干（密婦全部）個入生命海鼠

油魚大樹rテ；（3）謝於傳統生計中若干（而非全部）面向的強調；（4）若干覗畳與由仁藝術形式超越

固有族群文化脈絡的傳怖與乾葉・我將透過這些文化脈絡中的意義，與宮椚在華人殖民的特殊事序的

“再賑絡化’爾個方面・來討論這些表徴之所以能鉤作爲有敷的族群象徴・其基礎何在・
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             人類學者與原住民研究

                一罪個人的経歴與反思

                   喬健

  劃於三三研究台潜少敷族三三四十年的筆者・在近十年來谷口三三中三三一種三新甚至是三生的局

面・二二是膨溝而起的「台潤原住民運動」・而後者又是正在日二二地上二二茶

地進行的原住民運動的一部f分；他富有著共同的訴求：

（1）封於皇祖先原居住土地之所有灌或使用権的主張・

（2）封於其前群的歴史與文化的重新建構・

（3）甜瓜権力共享及族群自決的権利・

  這些訴求往往是透過劇烈的政治抗孚來表組・連年的封象主要是畑地的強勢族生輿政府・以研究

少亜族群中国業的人類學家・在台湾・過去一直受到被硯究者尊重・但在新的原住民運動量谷口被質疑

其旧事研究的動機與立場・

  面封骨導所産生的緊張局勢與不断受到被研究者質疑的撞雌境・提出何種相鷹之道及如何自庭

是三門人類學家目前最迫切的問題・筆者在野提出雨個解決方案：（1）多元文化與（2）文化諮詞・同

時詳細討論：（1）在落實「多元文化」主張時勢何封文化的内酒與暦次重新界定以及如何解決一系列

有關的理論與實際的問題・（2）文化諮詞章範疇與方法爲何・以及（3）作爲文化諮謁者的人類學家扮

演何種新的角色及如何重新楚定其專業倫理・

           現代化這程中的少数民族文化

                  都 雑筆

  轡屋幣社宇目将跨入21世紀之隊，現代化的理念正以宣前所未有的 浸実践推劫着世界各国和

各民族副帯展。

  亜洲陣起，糟糠地区鐙済迅速友展，杯太平洋鑑済圏的形成及其対全球鐙済一体化的推劫作用，使

奈巫友展中国家闇主尋的現代化違程表現出迅速友展和母語変藤里社会特点。市場経済的普遍化、商

品流通的国電化、生活方式細細同化，吾人佃対物屓生活現代化水平的衡量祢准越干一致。同吋，又

面幅現代化違壷中佑銃文化的変迂和遣庇的矛盾。

  現代化道程促送着各奈国家和各介民族弄放、交流、借釜和吸牧，国隊之同、族隊之圓的共性因

素目著増多。但是逮井不意味着民族文化多祥性的消弥。文化的整合冠程近比経済生活超同要夏奈和

漫長，逮是由人美社会民族這程的長期性決定的。

  在当代世界的国家中，多民族国家占絶大多数。国家現代化的弓二二扱大地促逸国内少数民族的

鋒済文化友展。各民族餐済友展水平的超同和鑑済生活融通，将対国家整合和国内各民族的凝聚提供

堅実物旧基砧。与此同吋，少数民族文化的保留、言承、友展乃至与社会主流文化的三江，將鑑馬杁

自覚到自然的友展近程。

  20世妃是政治民族主文〔乏果起的吋期，以国家独立、民族解放力主要特征的民族主又這劫随着

西方殖民主文体系的瓦解形成高潮，井在冷哉格局消失后圧着覇枳主文的衰落送行了“最后的軽放”；

20世妃80年代以来，随着経済友展的“元国界化”，餐済民族主叉正在力日益〔乏的国防合作和銃一
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市場原則所溶解；而文化民族主文在遠一創烈変劫吋代則必干方巣未支的上升吋期，井将杓成21世

鋸人美社会民族主文反座的主流。欧美友迭国家少数民族文化自覚夏巣的反映，没迭国家之向対文化

滲透的抵制，友展中国家対殖民文化残余的清高和文化覇枚主文的反対，都在征明着遠一趨向。

  対自人美社会的民族一二来悦，地域一念的改変、鐙済生三目融通，二三言忌二二民族的相互接

近和逐歩融合。民族之同的区別也因此越来越体現在文化的多祥性方面，而且民族文化也将作力民族

自尊的主要依托力各民族所回視。奈亜友展中国三三現代化送程中己鍾清醒的杁沢到現代化井非西方

化，毎一介国家要根据各自的国情特点和文門門銃刑逸掃現代化的友展道路和模式。対日多民族国家

的少数民族面言，現代化的近程也必須平野逮一原則，即実事求是的原則。

  国土美婦中文化民族主又的表現，在多民族国家的族防白系中也会有所反映。遠甲所神的程度取

決干多民族国家能否正礁有敷的凋市各民族之向的串系。迭就需要科学的民族双和庄碗的民族政策。

  民族国譲解決人外対民族現象及其迂程的科学杁沢向題，民族政策則要具体地解決民族向題，杁

而使人美社会的民族道程在社会送歩的推劫下遵循其自身的規律笈展。民族只有在充分友展的基咄上

オ能実現自覚的融合，民族只有在自覚融合的前提下向能実現自然的消亡。民族文化的油性，幽霊遠

一泄藩中相互直江、吸牧。

            中国的国家杁同和多文化二又

              三・↑穆斯林少数民族向的分需的防屠結杓

                    杜 鋸

  迭篇文章指印，中国的少数民族和国家升目，是遵循丹州可畝四脚平田途径依存的、井口国家提

侶的多文化主又和多民族主文政策所制釣的。通辻比較三奈穆斯林少数民族：回族、多住吾ホ族、吟蒔

克族，本文指出中国的国家及民族的温血是受国家政治和地方二伸同的了解丙方面影口向的。遠些途径

是，鑑冠按照人美学理槍旧納的分置旧険展模式能三二鎗的美系和対立而遊行的。本文試圏指出，逸

痒的力山並是特定的途径，而不是其宕的。

  通逆教育、臨画和経済的比較研究，良将涯明中国的民族日数的途径依存，受辮狂和対活温血系

影日向。

  居据国家性的銃汁凋査、采坊和実地凋田力基砲的数据可知：回族、運営ホ族、吟蒔克族的鋒済

和文化的友展是遵循同他伯的民族和宗教背景有特定美系的特定草径実現的。軸部馬蝉表明，三介穆

斯林集団量然早書多相同点，智慮劃一些重要方面存在着差昇。同型各民族内部也可耕宗教、民族和

地方的境界而鋼分化。i鄭示上，排除了他伯与外界的弓系及他物自身内部的相互美系，是不可能理解

他佃現吋的野同規的表迭。下端朝明系四一了解，現代中国甲州三奈或其他二丁林少数民族不可侠共

有不少多祥杁同，井且，用涯伊斯蓋主又理言及涯土耳三主又理愴不能充分了解他伯的情況。三后，

我将指出力什広我田力特捌二二冷四二的二天，途径依存山分雫的二二理詰，有二一理解現代中国和

叡山現代国家的越来越重要而夏巣的民族和国温血同現象。
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           美干中国南部少数民族的渚二二

                   以云南力例

                  松本 光太郎

二子捺結状丁目民族沢別工作

  社会主文中国采取了在国民党吋代没有存在的政策，即政治上承杁了少数民族的三門。田力実現

遠一政策的基石出所送行的則是民族日別工作。送行逮一エ作的理由是：欲実施民族政策吋，其対象却

不明門，因此需要送行民族沢別工作。通道迭一工作得到承斌的少数民族至今力止有55冷。但是，由

干一些本来井非少数民族的人力了在独生子女政策上得到仇恵，也要求得到承杁，所以，民族枳別工

作子1987年暫吋中止，至今イ乃梵干三田状恣。

  如果俣杁国民銃一口的双点来看，三三有人三目力，民族三目工作已元必要遊行，但是，如杁民

族日別的弓阪状況三門，迩不能悦這一題己完全解決了。遠可以杁以下丙介原因来考慮。

  第一，1950年代以来所送行的民族源別工作尚未完成。如：居住三四南、四川丙省交界地区的七

回族被国家目下力納西門，但在地方上目分別被四川省杁定力蒙古族，被云南省思定力廿日族。云南

省境内的納西門中有川集団述要求将納西族的旧称“摩検”二四其民族的名称，対子遠些要求，政府

方面不能軽易地給予満足。最初被旧入舞族的田干族，由子研究者及民族自身的強烈悪望而被承丁目

単一民族，但官i鄭胴上与陰尼族根相近。三川楚雄舞族自治州的舞族中有相当一部分集団，要求政府

承杁其力傑懐旧。在迭些同題的背景中，存在着旧下的同題：…鍛吾支的民族及薦吉的分i炎二四明月的

根回；民族内部語言差昇相当大的三族力什広被杁定カー介民族，日舞族、三門族、傑｛粟族等閑什目

今分別杁定力不同的民族，対州一向題没有川行合理的解経。

  第二下向壮丁対少数民族的弓言及不平等現象尚未完全消除。如：居住在 西、 奈、云二等地

区的壮族，解放前他佃不日力自己是少数民族，而将自己看作双族。口述民族枳別工作，現在是人口

口1500万的中国最大的少数民族，但壮丁人込三三乏脚力少数民族的自尊心。而海南省目脂高人尽管

実隊上洪的是壮浩，但他伯州今川 承執自己二三族人。遠回因力主要三二 州市門下高人干部和知

枳分子惧伯対少数民族岐初。

  紺干民族裸別工作日向題，不座咳二三将其旧作是起因干民族仇日向題，而庫該杁丁丁民族平等

遠一双点四重新三三民族沢目工作的同日。

鐙済差距的打大

  生序責任制鴨川施，一方面提高聞衣民ヌ寸生三月釈扱性，男一方面也雷門拉大了汲族地区与少数

民族地区二月在鑑済上的差距。“民族平等政策”的弓文也正三三力実現民族平等而避行的援助遠一丁

文逐漸向各民族同日完全的自由尭争迭一含文結変。中国的学者常常将迭秤差距打大用“弓太敷庫”

（富有的越来越富有，貧努的越来越貧努）逮一概念来表迭。

  逮榊差距拭大的原因三一三園娩少数民族地区的資源升三一三所三生的国菅企豊与当地居民之同

的利害沖突。筆者杁力，迭一同題是改革升放以后例日始表面化的，但是“二元鈷杓”遠一状況則是

杁“大厭遊”到“文化大革命”遠一吋期就己形成了的。
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  正如費孝通対“杁輸血到造血”遠一口号所作的解軽一祥，不能将改革升放所帯来的所有的変化

三三三三消扱的奈西。要想宴現費孝通三二的“造血”，最需要的是一定程度的資源汗二枚及帯助少数

民族持鎮笈展的援助。

杯境同題

  〕不境破杯在不同程度上己鐙成力各少数民族地区的一一介共同向題。以云南省西双版川州例，西印

版納地区的森林覆蓋率杁解放初期的60％已下降到現在的20％。其主要原因是，“大既違”和“文革”

期向，元視生恣的多祥性和衣並生序上的現実性的弓法使四境三日根大的破骨，但在日以林下一中心

的多秤鐙菅鷲変后，イ乃然対ヨ不境違行了更大的弓圷。三三三三表面現象来看遠不買杯丁丁圷日戸重性，

似乎可以得出逮祥一介鈷拾：中国鍾済友展的方式，尽管各介吋期有所不同，但都是建立在薄自然圷

境的初底剥寺遠一基硝之上的。但是，二三得遠莫三三是中国政治的一秤反映，真正的原因在干，“大

妖遊”和“文革”結束以后，中国也是以“舞金主叉”的方式来対州市場鋒済的。

“文革”三代対伊斯竺教的鎮圧

  日本的文化人美学者向来不太重視的一介同題三三，云南的回族、伊斯並教徒日向題。回族日向

題実隊上可以旧作是云南最大的民族向題。干“文革”即将結束的1975年所三生的“沙旬事件”中，

至少有一千多名回族人被定上“反革命”的罪名，井遭到坦克門火的攻吊目不幸死亡。量然政府干1979

年対此事件送行了重三坪倹，井力死者三夏了名誉，三四目前力止，各地彷不断友生沖突。対干当地

的学者来悦，回回向題也是一介他四所不回想意接触日向題，“同族可泊”遠一印象込未消除。男一方

面，在各地最近又三夏了阿拉伯落的教育，在中国整体上也有一科日展対伊斯竺教的研究，重新杁源

伊斯竺教的劫向。

             少数民族急広学倣中国人？

              民族教育和中国三介少数民族的自我意狽

                    賀 美徳

  在中国各地共序党己経建立了国家教育制度。在少数民族地区，教育的一介主要目的是丁丁中隼

民族，辻少数民族和中隼民族打成一片。中国政府建立了特別的民族教育方針主要是力了提高少数民

族的教育水平，而同吋辻三イ1］接受中国政府美子中隼民族、民族団結的思想。中国教育制度的裸下根

林准化，美干怒広倣“中隼民族”和倣“少数民族”的意文和内容全国的学生都学一一祥的裸程。中国

学校必需宣佑政府美干中隼民族和民族団拮的意沢形恣。同日寸根多少数民族地区的学校由干不是裸程

的一部分，少数民族自己的活吉、房史和文化イ介値都被撒在一辺。

  在分析教育内容的民族形象和国家形象的基硝上，本文章要介第和付愴的是力什広不一祥的民族

対学校美干民族和中隼民族的内容有不一祥的弓三和反泣。文章的焦点是云南省的納西族、俸族（西

双版納地区）和恰尼族（西双版納地区）的反庇。文章辮旧説：国家銃一化的民族教育不一定能諺成

功地使少数民族学生和中隼民族、共序党及国家打成一片。因力正規的教育内容鑑常不包括少数民族
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自己的落言、房史和夙俗刀慣，所以有吋，教育的拮絢与教育的目的是相逓的，比如使少数民族更強

凋民族自我意三和文化区別。由干不一祥的坊史、宗教、民族美系等等，国家教育只会影痢民族自我

意沢，不会決定或者控制民族自我意視的内容。本文章通述上述的討愴来比較銃一的民族教育対不一

祥的少数民族的自我意沢会有什広祥的影ロ向和意文。

            民族社会友展与民族文化変迂

                   金嫡縞

奈並少数民族必在社会綾型与文化接変的吋期

  当今世界赴在冷哉吋代皓束，正朝着建立世界新秩序民族吋期。和平与友展成力吋代的潮流。

  目前世界上鍾済友展最快的奈亜地区，正面晦着民族社会尤其是少数民族社会的文化沖突和社会

鞍型向題。

  中国改革、升放十多年来，中国各民族，尤其是少数民族遇到了佳銃文化与現代文明的沖突与初

凋同題，鍾尻着保存仇秀的佳銃文化和吸牧先遊的現代文化的違程。特別是在宴行社会主又市場鐙済

条件下，各少数民族社会的社会笈展与文化変迂的鞍型与物凋尤其引人注目。

  中国各少数民族這庄井参与社会主又市場経済方式和程度，各具特色。

  中国各少数民族在社会鞍型中遇到的困唯和同題，也各式各祥，多少軽重有所差別。

民族社会友展与社会鞍型

  民族的社会，社会的民族，民族与社会是密切朕系着的。民族的友展是受社会友展規律制釣的。

社会的笈展決定民族的友展。多民族国家中的民族友展，是与社会友展、民族美系的笈展密切朕系着

的。

  民族友展，是在民族自身因素，民族所赴的自然因素，社会因素的綜合協凋作用下，民族自身的

整介内部拮拘、素灰和渚利汐卜在特征以及民族之伺社会美系的不断凋整更新、肋調這泣初凋這庇・推

送民族鍬向漬的演遊和横向量的扮展，寡合実現民族的民族性没展、社会性笈展、人的笈展的道程，

本漬上是民族生存和演送的廣和量的提高。

  民族的友展，也是民族社会的友展。当前奈亜地区少数民族社会有在比較充分的民族社会笈展基

石出上，伴随這当的民族文化保存和官民族文化吸納的方式方法，オ能比較好地、比較快的実現社会

鞍型迂程。

  良好的社会鞍型迂程所経房陣痛相対少一些，門門的吋向也相対少一些，但是，遠秤良好的社会

轄型所需的基本的前提条件比較夏染一些，包括政治的、鑑済的、文化的、社会等各方面的条件。

  社会鷲型受社会各神因素的制釣。首先是受整介吋代杯境和周囹社会杯境的影絢。当今冷哉状恣

錯束，都在和平的四境中争取友展，奈巫地区以掠人的高速友展，整冷中国在全面升放的形勢下迅速

友展。遠些都対中国少数民社会友展来悦，是杢良好社会和吋代杯境。其次是受国家政策因素的影哨，

可以説，政策也是一秤圷境，也是一秤資源。采取有利干少数民族社会友展的仇待的、特殊災活的政

策，来蕃助少数民族社会友展。再次是某介具体民族的生活空同和居住形式、状恣対民族社会友展的
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影絢。比如，三豊区、牧並区、城市工並区、民族聚居地区、旧居地区、散居地区，都対我国少数民

族的社会笈展三生不同的弓口向。

民族文化変迂言民族社会二二的作用

  毎介民族都是在与其他民族的交往，包括文化交流、国元前程中油鼠的。毎介民族的友展都有一

定的文化背景。民族文化背景対民族肩幅展或序生動遊作用，或声生前板作用。遠秤民族文化背景，

実隊上山是迂去民族向文化交流、交無因素凝結的結果。今生済民期首展量以逮不中民族文化力背景，

但義眼不能完全杜絶其他民族文化的影哨。因此，結果只業曝以原有的民族文化力主尋，吸納本民族

文化力新的民族文化背景的一部分。民族文化的変迂、民族文化的真正笈展，房来都是在保持本民族

特許，吸牧官民族文化的基叩上実現的。吸旧聞民族文化仇秀部分，保持本民族文化的精髄部分，井

将二者交融消化，変成本民族文化的新的組成部分。遠就学民族文化的変迂道程。

  民族文化変迂対民族社会二二起着重要的作用。対口口地区少数民族、対中国少数民族二二，也

混晶遠忌。

         有美現代譜面努民族自立這面的趣向題

              杁近代的同化政策到現在的新法制定反当

                  大塚 和又

現代阿伊努的民族枚利荻得返劫

  近年来、阿伊努力了争取荻得民族自立枳利而持田圃升各秤這劫。阿伊努至少在以下几介方面遊

行了努力：釜干自古居住干日本列島北部，孕育了具有特色的文化迭一坊史事宴，呼口子承杁阿伊努的

先住枳，消除民族岐視，改変祭三差距，要求制定佳銃文化能句多順利麩承的各項政策，笄且捌段能鰺

根据阿伊努的主体意志而加以実施的自立化基金。朕合国将1993年作力“国除先住民年”，又将自94

年起的10年同定力“世界先住民的国防10年”等。在国隊性的先住民這劫高泓，加之国内達立三二

的誕生之下，1995年3月，“美三島塔里対策庇有之方法的有沢者愚淡会（島塔里愚）”，作力五十嵐

官房長官的私人盗洵机梅成立了。1996年4月，“島塔里思”的扱告別提交。其内容是，与先行究法

抵触的阿伊勢先住枚，量然未被呼軸承杁，開明礁承杁日本列島的阿伊努雪面成系統的民族，杁三階

先住性，井且反省近代国家日本由干明量地岐視準伊努，以及鐙済上的努困所帯来的痛苦，以被否定

的文化之再生力軸，力実施民族的各項政策而要求立法。力此，政府投置了“美干事書努政策実施的

有美省庁朕絡会双”（5月），持繧研究村愴的懸果，在1997年度的預算案中，添加遊以文化政策力中

心的各項政策実施的内容。干是，自1899年（明治32年）制定以来指継証悟改，但伍作力先行法存

在的“北海道旧土人保扮法”，面前“有美阿伊努民族之法律（阿品努新法）”取代。核無心敵将由1997

年度的通常国会宙以。核法律杁宴辰上来，可以悦是日本的第一部民族法，其現代意文多紳多祥。

近代以前的阿伊努政策

  本州的和人，真正地対螂夷地“阿伊努莫西里（阿伊努的大地）”選行資源掠李的体制碗立，是以

1550年目阿伊努首長締結“夷秋商船往来旧法度”而将丁丁地（現在的北海道）的一回分殖民地三四

升始的。由干逮一初定，和人碗保了不受阿夷努人攻缶的占有的交易据点。那以后，近代以前的郎夷
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地支配，主要三三阿伊三三行大規模有組銀閣資源掠寺，甚至強迫使役他梢，対阿伊努施加近重的負

担。但是，基本上没到破骨，否定阿伊努四丁、信仰、礼侠等阿伊努文化的地歩。峯尭和人是以資源

二丁目目的的。在当財，有商品倹値的奈西，能鰺扱其低廉井且大量安定地入手地旙也就満足了。

  随着閉口斯勢力逼近丁目地附近，刷了北部地区的警各及喜接祭菅四夷地，1799年（寛政11年，

幕府市接牧了松前藩的奈郎夷目違行宜轄統治。在此之前，被幕府命令前往預各凋査的近藤重藏，干

1798年巡視了奈丁丁地。錯果，他提出了几項政策，希望変更旧来的完全以掠寺螂夷地白源力目的的

幕藩体制支配口状恋。隔日該悦四日本同化政策的原形。也丁目働口伊努的生活，文化力“粗野”而

加以否定，以令其学会日日的棲堺町重点，将濫携、狩猫、采集等他椚的謀生方式改力高度文化性的

衣豊，必須使丁伊努衣民化，遠祥一目引兄需向幕府二月。遠扱告対夙俗刀慣方面建収的基本方針是

将衣服、二型、姓名等都改変力日本式的。可兄，以創氏改名力代表的強迫接受日本文化的日本型帝

国主文地殖民的統治形恋的原形，己由幕府的宮吏没想出来。但是，迭一雲試量在鉦夷地一部分地区

実施，却井未固定下来。基本上，近代以前的阿伊努銃治是根据隔寓政策而実施的。

近代国家日本的成立与阿伊努生活地区的擦寺及民族文化的抹添

  努力絢筑近代国家日本的銃治丁目，以欧美列強的銃治枳力力祥本川以模彷．即門閥1868年（明

治1年）的明治丁丁的迭成，現存幕藩体制下的一般領民，突然丁丁納力“国民”。勿田下言，田仮是

国民意沢，而是市民意源都不存在子“国民”本身。政府遊一歩把螂夷地改称力北海道，使用川里車

目的資源，二一只二丁 岡的土地耕地化，オ能力脆弱的国家資本打下男硝，次年的1869年，没置了

灸責升三日行政府机美升拓使。干是，元視阿伊努楼銃世界的阿附努莫西里的存在，把北海道定力“元

主地”等，采用田列強的殖民地日戸的法律下手法。一丁，借助被庭的夕卜国人労力，蜴力丁丁升小汁

剣的主案与実施。

  近代国家成立期的阿伊努政策及其帯給阿伊努社会的状況是，土地掠寺和同化政策，生活努困与

佳銃文化的破杯。

貫初同化政策的北海道旧土人保炉法的制定

  阿伊努在近代日本，先住的土地被剥存，佑銃的胆汁濫携和狩壮丁到限制，几乎楚子不能杁事口

状恣。在力圏使其日本化的同化政策下，阿伊努被強迫使用昇族四目言、文化，被迫陥干用阿伊努梧

下丁目文化元法生存下口的社会四境之中。余日的生活手段只丁丁社会最底屠的雇工，升拓使的救済

政策也不充分，井元成敷，故生活板画丁目。阿伊三門努困状況受到国阪上的罰責，終干，帝国改会

子1889年（明治32年）下立了“北海道旧土人旧例法”。但遠是以幼衣与皇民化教育力支柱的推遊福

利政策的法律，而不用丁目以努看倣自成系銃的民族旧幕其自立的奈西。核法律的制定，被川口参考

了成力美国印第二政策依据的道威斯法。

  核保扮法包含的旧衣耕三分給土地，逮最重要的条文，丁丁却被引回，但其他部分保留下来，：直

到1997年2月的下天即下存在。再者，回想指出隅是咳三三法成力日本政府1910年呑三韓国吋采取

的皇民化政策的原形，日本帝国主文的殖民地政策也是阿伊努政策的延長。
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現代的同門点

  阿伊努政策是将阿伊努視力国家的特昇“民族”而“座下同化者”来対待的。干是，正朔上述那

祥，門下伊野的各項政策都只門下福利政策的野町内赴理。野球，現在已昼然行不通了。阿伊努自身

十階切要求自不待言，国内外輿給的高激，加之朕合国的幼向，政府正考慮由福利対策朝遡i一歩接近

民族政策的政策二野遊行立法。逮些政策的鞍置，也是日干世界性的先住・少数民族向題的突出及国

除町二合的遊一歩三脚江成力量之故。有美阿伊三新法制定的最新劫国是，量存在各神門祥的障碍，

但在北海道升友庁内野立了“阿伊那政策推遊山”，立法化的工作也在遊行之中。

          高聴索高地少数民族的社会祭轡型迂

                   咽儒就濃甫

  亦野里代，主要在1930年代初口合作化之后，特別是第二次世界大回（或者弥朕坊門上被成作倖

大丑国哉門戸期）結束后的国家鑑丁重建后，北高加千山区少数民族引引引引済和佑銃社会結栂几乎

未能田下痕遊。和円田斯下民一祥，寸劇也以一介凶日・↑’村落力単位遡i行合作化，被組銀在大規模的

野体計庄内。被習作国菅旗」易（Sovkhoses）的日工薪衣冠芳劫者所丁銀的寺並化胡国馴衣丁目以根大

的規模組垣起来。集下衣庄期成員和国下衣場的野工伯以前都是六野有私有土地的野民，此吋只允野

冊平骨有非常狭小的自留地和習数有限的家畜。然而，遠些家庭所有経済由干投入了大量的芳田力，

平生門門率比大規模集体衣庄和国菅野坊要高根多。在庁尽管不脇門述哉后出代的房史状況，但有必

要門出的野衣民三芳劫者物質地方及中央当枚者伯上向的斗争在不断増加。衣川利用各稗手段争取増

加自己的自留地和家蓄，而目板者伯却与此正好相反，企圏下男些門田的自留地和白留畜数量減少到

接近零，早便辻衣開山全力以旧地投入田野合作化了的土地的牲畜上面去。

  在此期同，出現了以教育和城市畳目祢的社会半神現象，杁以前下民比例占90％以上的少数民族

集団中也出現了城市居曲，他酒中的群多人現在都成力知枳分子（学者、教師、医生、政府官員和其

他駅員）、告貨員、亦事人員，当然込有研工和順π工人。量悦遠祥，准碗的銃汁数字由干不同的事例

而有根大変化，但人イ1］可以門守，俄下町人中四千市居民，町有些地区迭到俄罪斯人忌数的70％或更

高，而少数民族的情況則与此相反，一般60～80％的人或三更多的人是衣村居民，換言之即衣民。

  本稿中我イ1］所使用的“少数民族”概念野中考慮地区情況的。讐如，象牟臣（Chechens）遠祥的

民族棚下！包括三内。牟臣人的人口己四這100万，在他門的区域肯定属目多数民族，然而謄写夢野朕

邦中他佃町当作少数民族来看待。送不仮平門押回夢斯人相比凹凹的人数上的同題，二野社会地位而

言也是那祥。

  的硯，近年来在前野野州普有辻的現象在俄夢斯不断三門生。出現了惜別明目肝胆的民族岐視和

猪疑針到着少数民族，特別是所情的“高野索民族的人伯”。内学部門出秘密指令，阻止他出到自己共

和国之外的地方居住，或把迂出的人数限制到最小的程度，規定他佃必須要去警察局登祀。他伯宴防

上不断在受到警察的恐亦，量有正当的登氾証明之美的奈西，但那些也未必能改変他偵的処境。所有

遠些倣法都和杁前南非的弓区域治理体制扱力相似。一眼就能被杁出和“鈍秤俄罪斯人”不同的那些
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人，不三七是准都会有可能成力那些三兄的栖牲者。陸田是警察，其他的普通人丁丁有逮二成兄。据

我所知，返：秤事丁目仮在牟臣人、迭吉斯坦人、阿示四周亜人和格魯吉亜人中吋有友生，込有布里雅

町人、雅庫特人乃至偶ホ在住在莫斯科日共友顔色門門的“高加禦容貌（長相）”就太人中也在友生。

在四日然不能鰺洋網地槍述俄夢斯人的目秤討灰昇族日新劫向伊根据，但官的碗在尋致少数民族中洲

児的二日傾向：即他伯尽回国在他伯所固有的領土之内旨：作，而遠一点与他イ1］努力在庁己的領土四丁

大自己的枚力、影哨力、自治丁目争取独立達在一起。他伯加西自己鑑済、政治地位的努力常常以郭

近的俄夢斯人地位的降低脚下紛。他州迩越友力甲骨巣、夏活和友一骨伯杁力是自己佳銃文化的那些

奈西，即本土的浩言和宗教（在日特別是伊斯圭信仰）。

  遠禾中傾向在一般情況下都会得到来自其他下墨竺国家，特別是来用土耳其的大力支持。而更重要

的是以前的宗教1准民一即1860年代納土耳其、叙利豆、釣旦和丁丁中田奈七口的移民 的后代的反

胃。現在他伯枳扱地探坊達去的故多，ザ大其影口向。然而杁目前来看決定要回到那里定居的人数甲所

当然地非常少。但是他佃参加合資歯並，井給口留在家多的来戚根大的支援。逮紳事情在1980年代初

期込是不可罰象的。

  上面所述的所有重要原因姶曽経是自治共和国一現在己成力正式“目凹”国家的北学理索錯

国 旧来了激刷的社会・経済状況日変化。

  遠些国家有嚇些主要資源和主要半側呪？奉臣三田大規模的序油地帯和煤油π、机械制目π，逮

些目前遭受到哉争的損害，丁丁属干特殊情況。其壱共和国都以衣川力首引序並，特別是栽培綿花、

天竺葵、香菜、畑草、生序葡萄酒、白郷地所用的葡萄、生序橘子日、罐美所需水平的果樹國等寺並

栽培豊比較盛行。同然也秤檀玉米、下物、丁丁等，但主要供当地消費丁丁。也有机械、工具、合成

粁鮭、皮革、罐美工並、以及提焼当地所采掘的金属研石（鴇、銅、辞、鉛等）等几和工並。淳芥院、

休雰所、滑雪場地等等有美旅游、娯斥場所的声豊占重要地位。在亦朕的吋代迭一声豊井田瀟利，逐

需要政府和貿易工会（几乎是一回事）朴貼根多援助款。机械和工具制造也一祥得到朴貼，特別是属

予軍事工並集団公司的部口置其受到仇待。所有這美声豊中使用一部分当地人，而一般情況下多庵側

俄三門工人。俄夢斯工人大多在日介扱端的南位上，即在駐乱的，不被丁丁同歯位田特別需要高尖端

技未門歯位上。衣並由当地芳劫力来承担，但三野斯人傍目30％左右（除迭吉斯門外）。

  至胆力止，三衣豊以外，所有遠下平並多多少少都瀕幅着危机。罐垂食品和美似的其四声品在俄

野斯中部市場上面惰丁丁自西方国家送日食晶的激烈寛争。俄夢斯人的整体胸要力下降得非常平重。

馬肥貿易工会的朴貼，或大多数人元法去休葬所和滑雪場，而能呪具各去月些地方財力仲人都喜炊去

塞浦路斯和南土耳門。北高目索地区渚共和国居民的現金忌牧入都門大幅下降。杁目前来看只有莫斯

科的平均牧地的50～60％或二更低（越是奈部越低）。遠一点在一定程度上野自然丁丁来下貼。即在

家里生序曲不用去胸i目的水果、雪菜、牛妨、肉和其他食品。下城市居民也能襟下其受益。然而俄郡

下人的衆属目絡不太友込，城市俄夢丁目民下階遠神援助。

  据1980年代中期的凋査（凡Taziev，未友表）表明，日脚尼懊（加y－Auz）暇日1立讐的丁合／一

的（未巴ホ迭一白ホ兼ホ地区）的げ工和工人的牧入情況，丁丁假定目口や国人家庭的牧入力100的

活，則未巴示迭人的家庭牧入力90梢強一些，而俄嬰斯人家庭則只是70。
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  迭意味着馬廻巴ホ迭人和巴示一ドホ人家庭相野，俄夢野人家庭年豆一些地区的出生率和定居響町

比較不穏定。井且在北高加索其官地区出現了如下傾向：在較少西方化和俄嬰斯化的人口中，佳銃文

化的特色保存得更多，其生存能力、出生率和一般性的成功率都更高。

  与甲高城市悪罵珊珊佃相比，較少城市化的野伯更容易脚下新嘗況所要求的地変。讐如，杁机械

化的現代企脚下工人根容易地鞍入到私菅、家庭工並及各紳小型企並中去。

  旅游並杁前完全リヨ属干国家和貿易工会，即俄野斯人的管轄之下，而現在則正在鞍到当地人手

里。理非，在旅游並的重建和鄭示這菅中想更力成功的活，逐需要完善一些現在尚欠鋏的条件。対此

以后洋述・

  在北高階索的野共和国，私菅化実防上州輔導起歩。和俄夢野的其宮地区一祥，逐年乏与其相外

的穂定的弓律管石出，是在没有罪一管理的元規則的混乱状恣下遊行的。在遠盃中状況下，賢答乏時制的

私菅群遊程中容易早生超国家主文的情緒的劫向。逮来自按照民族的界限来茎断私有化的這程的企

圏，官田乎友展成力永久性的民族呵緊張和上突的根源。

  坐臥力逮祥，高目索各共和国的忌銃和州枚者｛1］一他佃以前都是吟声党的有勢力的官員（牟臣的

分裂主手甲勝者黒印古什共和国的Ruslan Aushev除外）一都響全力以勝地去旧制私膠化里程，企圏

以此迭到以梢倣修正的方式来多佳持集体化衣豊和集釣衣並現状的目的。然而，私菅化忌是要送行下去

的。在我文章的其官部分，我将恰述其遊展的野鋼情況及将要遇到的主要向題。

             魂光力主的経済友展与文化

                 以云南省大理非地力例

                   横山  子

  云南職位干中国西南端，是有四千多公里門国境銭与奈南亜3国接壌押所帽“迫境”省扮。山地

占忌面釈的90％以上，山回点綴着料内力“颯子”的人口密度較高田平地。包括中型在内的26ノト民

族世代居住繁術的房史早世逮秒地理条件型押弄的。云南是少数民族人口迭三分之一以上的典型的少

数民族地区。杁全国萢国警看，一向曙町済落后的地区。

  然而，近年来，自県姻草呼唱、規野並的押脚，以及与上帯亜各国的美系，川南的経済也増刷歩

友展。在条件仇越的一部分少数民族地区，也能曽和蛭済迅速友展的現象。本四告園続具有典型意文

的云南省西部大理盆地的臼族，通迂具体事例来考察在以規光力中心的鋒済友展違程中，其民族文化

変化的劫向。

経済友展与下野

  大理解地年齢昏昏放的具体実践始干1982年前后。川村子82年底頃年実施生序責任制，随着谷

物的甲声、奨励副並，馬入逐漸増加。回顧辞去15年的鋒済変化，可以看出双光豊的友展対子祭済整

体群生了不少影口囲。

  大理臼族自治州意枳到其自，身自然、尊墨、民族的条件，杁改革升放的初期起，就始終重視規光

並的友展。尤其是自治州中心的大理盆地地区，分別干82年3月倣力全国24・↑’第一批“房史文化名
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城”之一，同年12月倣力全国44杢“凡景名肚区”之一，先后荻得国各院批准。84年4月，核地区

対外国人升放，境外游客元須特別杵可即可前往坊向．遠也是作力双光地的仇越条件受到評f介的結果。

  特別是91年升始的国家第八介五年三三中，大理州打出了友展第三声並的宏大目梅。第七介五年

汁劃四丁吋一丁並拮掬（第一声豊：第二門並：第三声並的比率力46：27：27）到95年底三友生的変

化（比率力38：31：31），三明規光作置目三一豊没展的弓李訣，几三三三期的那三友探了主尋作用。

  二大理州的銃汁，到83年目毎年仮100余人的海外游客人数，84年超起5，000人，95年則既升

辻4万人。尤其日91年目后的増長日日星著。其中大幅度増加的首先回香港、台湾三二。杁93年前

后起，新加坂、泰国、弓来西回游客也急潤増加。明星的弓征是以海外隼人日日的亜洲游客力多。男

外，国内游客也明星増多。

孔染」立並的弓展与対“土”的萢晴的再三沢

  在我1984年以来持三四査的弓村，解放前回有孔染的生序。83年三三工r建立以来，規光日出

口用的商品生序得旧友展，大大提高三三民的現金牧入。

  値得注意的是，丁丁豊笈展本，身，是伴随着与外国規光客、商品出口対象国的客戸之同双方向的

汎息佳通的接触，亦即通冠与外国的昇文化的交流而帯来的。迭又遊一歩使白族対自己的倭銃技木、

文化的重新旧沢朕系起来。換吉之、促使同族対他佃自己的日干“土”的苑時的事物送行再杁以。

  孔七賢熟二丁大門汲族，在中国国内也曽突破双光商品的下弓，成力日常服装四布料，一吋鞘路

大増。如今熟潮目鍾消退，可是蕎村関白族在日常生活里，込是較三二更旧地使用迭三布料。至少可

以悦，孔染日成力他回錐持民族自豪以及杁同感基硝性内容二一。

杁三道茶目‘‘友明”到規二化

  近二、三年，“三道茶”遠一名称迅速同大理盆地、白族朕系起来而鋒常被提及。“三道茶”即用

三朴茶来招待客人。甚至可児隔日“南沼（八世免建国）以来的俊統”遠和宣佑洞旧来形容宕。三三，

“三道茶”一陣的使用，実目上是80年代以后的事，是杁事大理文化工作的人創造的新洞。可称力白

族稜統上存在的是用一科特制的小陶器供焙的拷茶、及以虹糖力主制成的甜欽料当“茶”供人軟用的

刀慣。

  如今的三道丁丁鰺普及升来，是因力精通地区規光弄笈、富有三人オ干的某日双三，以白族的刀

慣力基確，成功地将三道茶商品化的結果。一且遊一歩向迦口茶迫欣賞民族舞踏遠回形式笈展。力此，

成力昆明民族村内展示白族文化的白三三的“三口商品”。

  在三道茶的“友明”和普及扮大目近程中，当地的知三三子或研究者伯，門下以槍三道茶目“規

萢化”向題。男外，白三衣民也升始釈扱地回三道旧作力三光商品回向市場。三三，至今力止，“被三

明”的三道茶込不能悦己深入到白族的生活中，込未能反旗到白下日常生活文化的屠面上来。

文化変化与径三友展

  美干文化変化与祭済友展的向題，根据上述情況可以指出以下几点：
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  G）杁孔染声並和三道茶函・↑例子的共同点可以看出，一方面民族文化通述規光而被商品化、帯

来経済上世利洞。下闇，在着手商品化的主体和商品化対文化的反蹟方面，可以看出其同的明昼区別。

  （2）孔染序豊是白族同与之長久以来頻繁接触韓人伯具有不同イ介値規的弓伯遊行交流而友早起来

的。遠大多君臣逸距寓移劫的双子而声生的。男外，出口野上正軌以后，以外貿公司力媒介的交易形

式，尋致口争是同接但却相当有徳的喘息佑通。値得注意的野，長期以来由政治、文化上的力学美系

而序生的野値体系，通辻勾核体系外的人平的交流而野生変声或多祥化。其次，同長期以来的鋒済圏

外的接触，也有可能尋致渚如径済状況置生皆労之美的友展。

  （3）因四光而破門“佳銃文化”的野法失之片面。自勢門膨把由双子而商品化的文化与根植子自

身生活的文化区別升来。改革引放以后，揚州光凹凹陣門一致的文化変化，田野込潮建立在他伯自身

皿秤祥之上。賢士，不能杁力文化変化能象大既遇i以后因政治原因而被迫停止的宗教活劫那祥容易夏

原。男外，即使表面上的文化変化，対干文化的感盾和自豪井未喪失。

  （4）作力大理的双光資源，自然珂境占有重要位置。核地区象征之一的湖泊一溝海，可以悦因

双光而加刷了汚染，然而，男一方面又因脚光重視的政策，在汚染対策上也有所前違。市国現田光並

的弓唱和自然保扮，政府午下取的措腎管湖区議漁相野到平重打缶，可能会令背甲漁民的生活野生根

大変化。遠即興矛盾中尋我解決方法的薙題，値興野付的是，遠野的政府決定是唯一可行世路喝？白

族自，身的呼声是如何被反映的呪？

             邪伶春民族文化与現代化

                   洪 吋柴

  当代世界是一介正在翁小的世界，人佃可以用前潤滑玉代的人坊向一座郭近槙的吋向続地球半

圏。毎年有更多的弓被吸引世界市場鋒野里，込有側辺、 播、屯三和田平等的影踏，野人伯的生活

模式友生変化。本文階子文化徒労現象円型中謬匡伶春野的文化這庇、文化世子肌帯民族友展向題送行

初歩探索。

邪恰春民族三芳文化概述

  下押春族是居住在中国蒔田部大小異安鹸深山密林中的民族，宜到1949年中隼人民共和国誕生

吋，尚田干原始社会末期地域公社防州防段，込在道着杁蒙昧陣触堀割以来的古老而典型的以狩力主、

輔以響町和捕色的生活。一介民族全部杁事遠古遺留下町的弓猫鐙済，不愴在中国込是在当今世界上

都升平有的。郭恰三族在狩狢、采集和捕色方面枳累了皆野羊腸的経世和知沢。在物康文化野精神文

化方面，緊密結合狩猫鏡済，創造了特殊的衣、食、住、行文化以薩満教力主的古老精神文化。大忌

可児，郷惜春族的内涌是非常車小的。同区伶三族所創造的游猫文化，三管興野地平勢和原始，但早取

是漫長坊史吋衆望木、皆済、社会形恣和双念標野等各神田素之巨大野畑，是中世民族文化重要組成

部分，セイ乃具有扱大的三文。

現代化遊程中的郵恰春民族文化特征
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   （D随着新中国的建立和国家宏双友展哉略的宴施，現代化的浪潮也波及至愕区恰春族地区。

   （2）政府的一一，第一1鉄路的升笈、火布目叢鳴打破了寂静的大巣安姶，第二：主体民族人口大

量迂入那恰春族的生活区域，第三：大川安蛤地区原始森林的大力旧友，都平重破杯了邪恰春族的地区

原始的生恋杯境，也改変了迭介地区的民族拮掬。邪恰春族人口比例由原来98％変化力2％左右。大

巣安蛉甲介大舞台的主角，己由讐区恰春族変成双族了。

   （3）生存州境的変化与民族結拘的変化，使顎合春族不得不被劫四這三遠秤変化，以解決所面僑

的弓野猪易狭小、猫源奇敏等現実的挑哉。

  第一：改変随着季輩的生活方式，門下分村地遊行定置，以求開平地生存日笈展。

  第二：閉居改変了郷拾春族的鍾済結拘。他門升目学割腔壱生声技木、文化、送行多和鑑菅生声，

六呂結束了単一的狩猫餐済。

  第三；普遍建立小学、初中，甚至民族中学，口口弄本民族教育人オ。

  第四：接受政府資助，建立 二陣、屯視鞍播台、圏郭棺、屯影院等段施，接受先送文化井ヰ三富

文化生活。

  第五：改変以往引目向土法治症疾病的原始方法，姐銀目汀臥，建立エ生所，平目科学的医庁技

未，使蔓延在郷恰春族地区的几矛中主要流行疾病逐漸得到控制。

   （4）現代化遊学中蔀恰春族的文化特征。

  鑑冠40多年三友展，尤其是80年代葺始尋入的市場鑑済体制，使讐区恰春的物頂文化和精神文化

友生口巨大的変化。

  第一：潜藏在郭伶春社会結掬深展的民族情感升始以更 滝的形式表現出来。如佳銃夙俗、芋日

礼侠等的大量野洲。

  第二：現代化遊出二半区佗春野丁丁銃廿日床典注入了新的内容。下口伶丁族在佑銃関門火罪（毎年

6月18日）的基拙上笈展集市貿易、科技盗洵等，使篭火葺由単一娯尿、消費功能鱒化成具有貿易、

文化交流等有助干商品笈展的多和功能的文化。

  第三：商品鑑済的友展推劫了丁丁恰春族民族文化的楼播。如那恰春族的“樺梱皮文化”等特需晶

不再力謬9恰春民族所“特需”，而是越来越多地被周圃其他民族所接受。

  第四：署区恰二丁文化作下川游資源，在大口安蛉地区旅游並中占据着日日重要的地位。騎弓田游

呼恰凪示草原、嗅仙洞砕岩的巡視等民族二日活日成力国内外游客期待参加的下半

  第五：郭伶春民族的民族意倶増強。

  社会鞍型使丁伶春族的地区門流、物流、信息流下通辻能力越来二大，迭客規則肩迫了民族自立

意源的友展，署区恰春族的自尊心、茱丁丁、当家作州的意沢及対利益美系的平等要求比任何吋期都要

強烈。

  上述口写丁丁族文化特征，体現了那伶春民族文化在現代化門下中的四丁性。当然，有下根二目佑

銃文化基石出上円規念和下意三二吋傍然下着負作用。

民族文化与邪伶春民族笈展
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（1）対民族文化采取“揚奔”周到度，オ能促違蔀伶春民族的更大友展。

（2）邪国辱民族文化規念的変更，要以自覚醇化力主。

（3）迭好切入点，推幼署区恰春民族文化及其民族的没展。

             零細佛教与西細細銃文化

                   江 平

  中市人民共和国的西盛自治区，是藏佑佛教的策源地。佛教杁公元七二多己入吐蕃，坊肇1350多

年，在夏染曲折的房史送壷中，形成和陶血餅謝意特色的藏佳佛教。在西盛有司 浬深入的血胸。中

隼人民共和国一成立，就比定紺西藏宗教向題必須油取十分慎重的志度，必須尊重群森的宗教信仰，

争取基軸民族宗教上脇。自画西藏和平解放皇后，人民政府仰山貫初執行了宗教信仰自由政策，然激

闘違社会制度改革，疲除了宗教中的封建特板、封建圧迫，封建剥削制度和封建管理制度，実行了民

主管理制度，推劫宗教逐歩出上了同社前主又相這病的道路。宗教作カー科思想信仰和一定的意枳形

恣在西誌面長期存在，逮是毫醤油又又。正因力如此，研究宗教方面的同属就是十分必要的。遠里仮

薬品喜雨教句西藏油画文化的画題，提几点看官。

藏遠雷教是西丸亀銃文化的重要組成部分

  藏族佑銃文化的笈展，依藏族社会友展的険段性，可以分力原始社会文化、函嶺制社会文化、封

建三鼎制社会文化山窟盛大的険段。血族先民生存意友田的原始社会是一介面長的房史面出。幽遠冷

道程中，高島圷続的雪山，庖障奔騰的江河，幽深液密的森林，出没…変抗的野普，対藏族原始先民来

悦，既是荻取生活資料的源泉，又是遭受天頂之実的禍根。他佃在制作石器和作力同大自然斗争的筒

装工具隠釘吋，升屋用筒単的思推方式去訊枳自然，干是卉生了圏騰崇拝和山神、精戻、尤魔的神活

佳悦等最初的宗教規念，成力原始社会文化的精神序品，也立后来本教的形成莫定立基石出。本教習力

士富盛天神下姓銃治人向的主宰，同和説教是本教力奴君主目立治止痛的理愴依据。本教徒以鼓、弓

箭、刀剣等力法器，給人年立鬼降魔，登山賜福、占ト吉凶、座面曲面、治病寝息，個体頻繁的宰性

祭神等寒中稗侠血，成力奴自制社会里人伯社会生活、精神生活的重要内容。在佛教佳入以前吐；蕃虚血

制社会友展辻三中，本教在思想領域一壷居干福富地位，対宙乗制度下的社会生活、政治生活和精神

生活声溶着巨大影口向，泣寝族佑銃文化的形成和友展起点重大作用，以至成相当吋藏族文化的主体。

  山元7世紀佛教杁印度和中国内地丙条主要渠出癖入汐藏。佛面作カー神外来文化，又狭帯着印

度和中国内地封建文化的特色，遊到在意枳頷域属子本教文化一銃天下的西藏，必然要引友函秤文化

的激烈沖突，尽管佛教得到了王室及部分貴族枳臣的扶持和製崇，但由干本教不仮是居干銃治地位的

意源形恋，深深植根干社会之中，井且已形成一朴強大的社会政治勢力，官対佛教的抵制和反対十分

強烈，本佛之同争寺意淑形恣陣地鮭鱒争，迭到了弥死蝋活的程度，鋒坊了二百多年的吋同。由干佛

教思想文化比本教思想文化有相当選先遊性、雀羅社会笈展的需要、得到銃治防級的支持、逐歩同友

展中的社会制度相結合，加之官在斗争中不断楼観，臨本教既斗争又有一定的妥切、在宗教侠式、宗

教神祇等方面，吸牧了不少本教的奈西，形成了地方化、民族化的藏楼佛教、得到了余多藏族人民的
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信奉，在旧来的友展中，走上了政教合一的道路，子是藏佳佛教思想像水帳泄般地滲入到藏族社会生

活、政治生活和精神生活的弓一介角落，元愴哲学、文学、芝ボ、房算、医菊、建筑等各方面，以及

藏族的旧俗刀慣、伶理道徳、心理素頂三元不深深地打上了佛教了印氾，在意枳形恣領域居干絶対的

統治地位，成不二族佳統文化的重要蛆成部分。

藏佳佛三三西藏稜銃文化的貢献

  （D車富和没一同藏培文。公元7世紀吐蕃王朝的英主松蟹干布力了治理朝政的需要，派他的文

臣呑米桑布孔等人肥西域、天竺等国，対三国文字遊行了学刃和比較研究，返回吐蕃后以梵文力篁本，

癬原始藏文送行了一次房史性的規萢改革，遠是藏族文化笈展史上具有剣吋代意文的重大創挙。据藏

文史籍う己載，初創吋期的藏文，其作用最主要的就是翻澤佛錘。佛鑑的翻悸杁7世多己升始，到14世紀，

先后杁梵文、日文中田澤了大量的餐籍，根三徳旧版《三文大回経》汁算，共江集鐙文4570余紳，除

佛学内容夕卜，迩包括杵多其他学科著作，三田哲学、文学芝ボ、天文房算、医菊、工三等，宴称是一

部藏文百科全弔。通違佛鐙的翻悌，下原来不那広科学、規萢的藏文，鐙辻“厘汀峰悟”這功，使藏

文更二丁目化、科学化了。

  （2）推功了藏族文学的笈展。由干佛教中有相当数量佛教文学作品，佛鑑的翻洋和三三，姶三族

文学帯来了新的文体，給藏族文学的友展升辟了新的國地。

  （3）促避了藏族教育的友展。十世妃以后，寺店茎断了藏族的文化教育’，寺店不但是宗教活劫的

場所，而且成力学刀和佳播文化科学四三的中心。較大寺三里不三三有昼宗、密宗学院，逐日有因明

学院、医方明学院和吋船学院。寺院中的僧人除目学刀佛学知沢外，込学刀天文肪算、遷輯、房史、

冶言、工芝、医蜀、文学芝：二等知枳、即所謂大小五明（学科、知沢）三三。杁而三三多旧人，不但

是宗教円田者，村田是知沢分子，如医生、画家、房史学家，浩言学家、天文房算学家和文学家等。

房史上両罰多著名藏族人オ，大都是駄二二培葬出来的。

  （4）建筑、絵画、雛塑門田同前笈展。随着旧教的弓入，房史奉佛螢普及衣奴主三級，十分重視

佛寺口巣建。因此，丁丁的建筑、絵画、雛塑等目木也随三友展旧来。

藏佑佛教対藏族文化的消扱作用

  藏徒佛教作力藏族文化的重要組成部分，如前所述，対三族三三文化的麩承和友展起了不可忽視

的枳扱作用，有重大貢献。但在男一方面，又対三族文化的友展起了一定的消旧作用，甚至在某些領

域、在一定萢川内阻碍了藏族文化的友展。

  藏佳佛教対藏族文化的消板作用，主要表現在：官在整介意枳形恋領域中麺処宣揚人生苦海、世

事日常、六道船用、因果三座、修佛解脱的唯心主又世界双和人生規。把西藏衣奴制社会的一切苦唯

和不平等，都悦成下前世的因果根回，是自作肇、自受苦。鼓吹“服杁”、“忍吐”放奔対現実一切不

合理現象的反抗和斗争。力来世造善並，最好是出家修行，解脱成佛，永逓脱寓翰回之苦。逮秤唯心

主文世界双的核心是放奔今生，追求来世。因而禁鯛了人佃的思想，束嬉了人伯的手脚，影口向了人佃

対現宴美好生活的追求，阻碍了鑑済文化的友展。
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             社会改革与杁同的渚向題

                   刻 克甫

  自杁中国《左回》以及古希脂希夢多徳（Herodotus）之著作以来，学者多以佳銃服怖，欧食等文

化特征作力三体迦壕及族体本身的主要客双椋准，直到現代伍然是如此。只有到了十九世多己末叶，遠

方面オ有了一秤重要突破，族体理恰由老一套的“客双槍”塒到“主親槍”，升始強凋族体以共同自我

意枳中野本辰要素。

  十分可惜的是，斯大林所提出“民族”理博，列挙了庭瀬体輝輝元美的若干現象，如“共同的鐘

済生活”等，而根本忽略了自我杁面的重要性。如此自習被提出吋早己成力道吋的定叉，対社会主文

国家的思想状山脚始熱血生 涯影壁，使得族体理威迫究数十年来処子停帯域心的情況壷中。

  至干中国民族学者，亘至八十年代オ升始対斯大林定文加以局部修正，讐如重新升始特別強凋族

体渚特征中文化因素之重要性，井声称五十年代遊行民族淑別吋，曽以此秤双点力基本理槍依据云云。

其宴不ヌ住看出，当吋実除情況井不尽然。如果杁文化特点著眼，則“瑠”，“舞”等人力族体的悦法，

本来根本元法成立。

  目前在中国量然似乎不再提起半冷世妃以前所作的民族源別工作中曽有不少同題，遠紳情況却墨

而易見。正剛力如此，村槍民族狽別的理事依据果然具有早大的現実意業。

  而今天向題井不馴半在子要這用単体意枳等“主双”祢准，以便娩定卦体音量。在族掌理槍研究

的現匿介段，有必要総有可能尋我男外一稗卑情来遡源族体的本年。其癖所以有壁必要，是増力杁同意

恢迭一士井野蛇体所独有，其他美園県社群亦多有之。因此，在族体理槍上，似乎非要実現一科新的

突破不可。

  敵文基干以上考慮，対土壁次“文化”与“罪体”之「司美単向題方面，提出新的研究取向，以清

教与有志之士。其与佑銃作法不同之赴，即非以族体所共有“客規”或“主）硯”特征作力立槍出友点，

而著重子井手族体与其各炎耳蝉之向有卦不同。

  杁迭一方面来栓早旦有書籍古名単，可以友現其鮮麗本峡乏較其事的理槍所造成的青田。而早晩

再度遡i行一次民族宰領工作之必要，取呼集我伯目前所梵改革局勢。人美社会是各秤美系不可分隔的

整体，勿坂田径理外政治力起点，将必然牽渉到所有其他方面，而民族風系也将不可避免地成力改革

対象之一。

          中帯隅隅民族現代化基本問題探索

                   唐屹

  民族及其相關事務研究本意蚕繭感情・學術及政治面的一種綜合研究・民族及國家原本即受世界

上至今尚未彫塑踏車一種錯誤的道理一壷劃一所支配・民族及田家省内酒及外延在歴史長河中是常攣

動不居的・所謂擁有共同地域・語言・宗教・風俗習慣・甚至聖血縁的民族其内在及外在均時時黙黙・

羽州在攣・

  民族・國家・丈化之本身即在攣動・原本即如此・而非新生事務・中國民族・中國國家及中國文

化的孕育・生長・苗壮，甚至停滞・衰退・復興等的攣化・就是這種攣動理論的最佳誼明・

  中國歴史是曾由不同民族所建立的各個王朝承先啓後護展而成的・統一的多民族國家的形成是一

個長期歴史護展過程・諸多少敷民族與主膿民族一高族都曾是某一時空裡中國國家的核心力量・事實

上・諸多歴史上中國偉大的王朝及時代是由少敷民族或含有大量下敷民族血縁的集團所建立的・然而

這些王朝及其民族未自外於中國・
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  中華民族是由各個不同起源及各下文化特色的民族集團逐回護展，由初級的民族三三・纒過初級

統一禮，農牧爾大統一二，丁丁田下民族流動・混雑・分合護展過程，形成漢族核心，再由此核心主

動或被動凝聚其他東亜民族・最後形成自在的中華民族實艦・鴉片戦孚之後・在列強歴力之下，自在

的民族下階又演攣成休戚與共的民族實禮・這個中華民族多元一腱下局是二丁・現状三門回護展・

  賢哲朝大一統以來・中國在政治上統一時期佑三分骨二・分裂時期信三分之一・即三三分裂時期・

分裂各方亦不自外回中國・民族形成上也雷同於此・丁丁分合合過程中・即使丁分時，三二出現過分

而未裂・軍門未合的相樹穏定性・而最後又回臨丁合・

  認清中國的國家・民族・文化的門門・以及現状的特色・當然不能完全用以往西方三川三種“現

代民族主義（modem nat量onalism）”或“民族中期（nation－state）”的観念去丁丁・如果一定要用“現

代民族主義”及“民族國家”的観念去詮繹中開・中華民族及中華文化的三二・二三只能用“多

元一燈格局”・

  自鴉片戦孚之後・中丁丁國家・民族及交化即下近代開創世界現代化的西欧交化衝撃・所謂受衝

撃而引回失序・摩擦・衝突及封立等問題・不論是内在的或外在的・都是早已存在的・其激烈程度的

認知是閉講同時代而定的・簡言之・以往認爲激烈衝突問題・現在看來是並不激烈・或者已経解決・

甚至不三野解・

  中野民族近代遭受西欧文化之衝撃・鷹野看倣是包含各個少敷民族及主禮民族 漢族等二二内的

整禮中華民族丁丁西洋軍事・政治・経濟・文化等各種力量的塵力・這種目力固然傷害中国・丁丁逡

門中華民族由自在的民族實膣二化成休戚三共的民族實髄・在列強三川炮利的丁丁下更堅實的凝聚二

一起・從男一角度肝・在野墜力下・中華民族追求的自由解放・是包括個膣在内的整燈中華民族的自

由解放・歩脚的少敷民族自由解放與整艦中華民族的自由解放是密不可分的・自由解放是徽列強塵

迫・及迎頭骨上等・進塁言之・實三門中剃少敷民族的自由解放在整膣中華民族自由解放之前三根難

達成的・

  爲了了解前陳中國的國家・民族及交化特色・我椚來看看本次研討會的討論二黒占：

  （1）當前世界交化攣動速度是較以往爲大，但這種大小是相蟹的・中華民族的外在及内在所受的

互動衝撃都比以往所受者較爲大・軍從接受外來衝撃即言・外來旧歓文化衝撃下中國丁目髄民族漢族

及各個少数民族・一般而言・漢族受到的衝撃是較大三三直接的・少敷民族受到的衝撃三三小三三間

接的・下敷民族受西欧文化衝撃及影響・常常是纒過漢族的傳導・中國的國家・民族・文化丁丁衝撃

問題・目前暫時不談・門門・若要討論中二二敷民族西欧文化的衝撃而獲生攣化時・必須將漢民族的

因州列入重要考慮・閉庁三家主権観念不二是在政治層面護生作用・同時也影響民族及文化層面・

  中華人民共和國基於中國的國家・民族・及文化之傳統特色及時代潮流等因素・而提出民族四域

自治的法律及制度・艦現其堅持歩行各民族丁丁・團結目共同繁榮之原則・護展其四丁主義民族關係，

以建設其成爲高度文明・高度民主的杜會主義國家・

  台湾方面劃少敷民族問題，不論是從原本1946年的中華丁丁憲法・或者最近的憲法修正案，

封少三民族的地方自治制度・参政権利・民族地位等予以保障，丁丁自治事業・文教経回及人民生活

習慣之行宜・予以保障及護展・
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  海峡爾岸政府在先後及程度不同的i青況下・偶中國的少敷民族的各項椹利即事業予以保障及獲

展・在此保障及襲展開中・基干歴史背景及現實需要等因素・中華民族的各個少敷民族與主艦民族之

問・以及各個少数民族之間的互助合作是必然的・所謂中國地大物博・人口景多，前者用於少敷民族

地嵐較妥・後者是指漢族人口即興・但漢族擁有戦馬浦的技術・資金・野阜等・二者互助合作・共同

繁榮是必然途径・當然在此過程中略産生衝突及失序・徴諸以往中学民族護展史・前者必然導燈後者，

而後者也會長存・

  （2）在統一的多民族國家或民族中・當然會出現整骨劃生文化及其下馴網主膿文化同各個少敷輝輝

文化・這種現象可能會以不同形態・不同程度及不同内酒等方式來表示之・而即使在比較軍一性的荘

家・民族及文化中・也會存在著各種不同的差異性，問題是至剛性・主禮「生及個燈単三者之間的同質

與差異是否能鉤獲得甲羅協調・能的話・整野性才能長存：不能的話・則導致失序・衝突・甚至於分

裂・徴之中帯歴史，整膣性是一直存在・並且早耳作用・冠辞個別差異也一直存在・

  在中央権力強盛時・整艦力作用大・個別力受其錦芋而創減・在長程歴史護展中，各個個別髄

間・各個個別艦必至禮間互相影響及滲透・整膿擾大・奇僻擾大・即下攣異・個禮攣異・甚至個禮消

失等都響時與時空倶攣。

  而從文化暦次号看・整髄文化的包容性非常重要・訣乏包容性的交化単相長野護展・中國文化是

深具包容性的・甚解糖國雪平民族文化也具備此種包容性・此即中卒民族及文化綿与奪展的主要原因

之一・了解中開文化的這種資質・封於所謂文化二層中之読字容易解析及調和・中國整艦國家母民族

的歴史及文化輿個別的歴史及文化並非衝突・野田元史是元王朝及蒙古史・也是中國及中開民族史的

相国部分；清史是漏族及清王朝史，野州日韓及中國民族史之相即明倫・元清二代之蒙漏二手早良中

國正統王朝自署・其他民族也承認其正統地位；過去如此・現在如此・將來也如此・

  禅語（普通話）輿民族語言二者並非戯然劃立，尤其是：在晩近時代潮流所趨・海峡爾岸當局在推

行國語（普通話）之際・皆以立法或規定保障民族語言之傳承及使用；實際運四強況錐有不同・但大

膿方向是一方面即行國語（普通話）・男一方面呼量設法保存及獲展民族語文・

  （3）在文化重組・重新思考民族自我認同等問題基本上，也一如前陳之早耳・主髄及個別三層關

係的互動・三者間之關係並非載然跡立，少敷民族之自我認同及其封整膣中華民族字母同七難敵封而

不可條調和，世界上先進早早中多民族互助合作及調和並存之例子頗多・這異調和之成敗與否要以整

膣民族・尤其是主燈民族的議展盛衰來看，當代撃退経摩羅展崇重要因素・徴郷中國歴史，中央王朝

強盛・四四喬二野；中原版蕩・則四窩離析・強盛輿否，経濟優先・半年海鋏爾岸當局大力襲展経濟

的基本原因・

  從前陳中國國家・民族・文化等的野髄性・主謄性・個別性明暦華華看中略少敷民族的現代化・吾

人直営人口・文化・教育及民族關係等方面來探討：1）人口：少敷民族人口・少子民族地旺人口・漢

族人口・全國絡人口的敷量・質量差異：人口與生態關係及民族矛盾；民族人ロ政策及車内遷移等問

題・2）文化：中國民族文化町明黙；民族交化與民族意識；民族文化與現代化的調華甲・3）教育：

民族教育的意義・性質・政策・護展；教育與宗教；教育與現代化等・4）民族關係：民族旧都的獲展

過程；當前民族自畳與民族關係；大民族主義與民族分裂主義等・
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  當代中國少籔民族現代化基本問題可謂千頭萬緒，前陳之入口・文化・教育及民族關係等僅其中

之部扮要項而已・中國少激民族現代化一如中國三三民族漢族現代化及中國民族整髄現代化一様・其

基礎是在於経濟能護展・纒濟護展良好，四個現代化能落實・所謂“襲展杜三生産力是新時期民族

工作之根本任務’・纒三三三三包含少敷民族在内的當前中國現代化問題的根本・

           満州社会文化変革与民族的友展

                   果 洪升

  溝族具有悠久的房史和文化，在中国房史上是一介有辻輝焼貢献的少数民族。先回自粛慎，双、

三国吋的二三，北朝吋勿吉，階、唐日寸的聯鞠，迂、宋、元、明吋的女真，都是三族的先人。明朝中

叶女真分力三州、海西、奈海三部，生活在中国的奈北 大地区。被明王朝冊封的三州三玉指揮使的

后禽努示恰赤，1583年三兵，用ll年吋向銃一了女真各部，実行了牛景屯田，建立八旗制度，創制

満文，井干1616年（明万房44年）建立了后金政枚。1635年皇太扱正式定旧名力満洲，1636年三后

金力大回，建立了蒙古八三、汲軍八旗，猛大了八三制度。1644年避美，入主中原，銃治全国迭267

年。1911年辛亥革命推言了清王朝銃治。至949年薪中国成立，疲除了民族圧迫制度，三族同其他各民

族真正実現了一律平等；三三居的満旧地区的各籔人民代表大会都有本民族的代表，参加了国家各級

政三四管理工作；在全国陪鎮建立了H介満族自治県，同各少数民族一祥，享受了区域性自治的枚

利。杁努ホ三三建立后三和満族正式定名到現在近400年吋同里，三族社会友生近四次大変革，対整

介民族文化三生了巨大影絢。随着民族文化的変革，満三三中国各少数民族中己成カー介最力i汗放、

対祖国旧友展倣出了重要貢献的民族。

  第一次社会与文化大変革是努ホ袷赤与皇太板吋期。努ホ恰赤銃一了女真各部以后，在二二旧来

“牛最”的基石出上，創建了八旗制度，皇太扱又完成了八三蒙古、八三双軍的組娯建言。迭一社会同

娯，具有行政、軍事、生三三方面的駅能，四劫了社会祭済笈展，衣並生声言鋒済生活中事据了重要

地位。在后金奴三主政枳銃治下的満族社会，由干多榊因素的作用和影嘲，封建美言逐歩形成。努ホ

給赤吋期，在蒙文、満旧基石出上，創制了満文；皇太板討期又加以完善，形成了三族的培言文字，井

且大量翻悸了双族的史弗、典籍与文学著作。在蒔三教笈展的同吋，佛教、劇三教也佳入了満洲。日

干衣並的弓展，精干騎射的生活特点大受影胸，随之装束也逐歩三生了変化，旧俗、建筑、音尿、歌

舞也吸牧了其他民族的内容。迭一吋期是三族定名，建立清王朝，社会杁三乗回向封建社会変革的民

族与文化大笈展険段。

  第二次社会与文化変革是清軍入主中原，升始銃治全国吋期。1644年清軍乗机入美，建立了銃治

全国的王朝，八旗兵丁鞍哉全国，駐防各主要城領，満族杁原来聚居家北地区而形成在全：国萢圃大分

散、小聚居的分布特点。三族貴族政叔残酷三役各族人民、強迫人民三友易服，迭到満化的目的，平

房領圧反抗，民族矛盾不断激化。康煕麩位后，逐歩実行了三和民族矛盾政策，衣並得到笈展，社会

生卉力星著提高，群森生活穏定。満族的封建庄國制逐回向地主鑑済近渡，整介満族的社会、鋒済、

文化生活，逐漸接近汲族的友展水平。在文化上，大量吸牧了双族的封建思想文化，通用了双浩，儒

家的恰理双念，逐歩成力共同的道徳准剣。満人在文学、芝木、科学技ボ領域的人オ倍出，井且取得
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卓越成鑛。迭一吋斯是満族銃治全国，吸牧了双民族先遊的文化，力牢富和友展祖国文化倣出了輝煙

的貢献。

  第三次社会匂文化変革是清末至辛亥革命吋期。清中叶以后，貴族銃治者的腐敗，引起内外矛盾

激化。辛亥革命推早蒔清王朝，慶除了八旗制度，改変了満干貴族銃治地位。遠耕大変革，使得三族

社会生活各介方面平生了重大変化，不少三野之士，成力反対封建腐朽銃治的愛国干与革命者，有的

成了社会科三和自然科学与文化芝未算学者，寺家；也有的人走上改良派道路；一陣貴族也紛紛自我

生汁。居住在全国各地的三族群森，社会生活各介方面子羊漸同学族接近，相互吸牧与保留了仇野成

肥。満汲文化的相互滲透，羊富了各民族的文化宝犀。町史将満族平坦了銃治全国的位量，房史又決

定了満族在中国少数民族中高カー杢最力升放的民族。在遠一吋期的変革中，満族大量融男竹族之

中，汲民族在某撃方面也改変了漏刀，吸枚了不少満族的仇秀文化，成力中門各民族共同平鋼。

  第四次社会与文化変革是新中国成立到改革唱導出門十年吋同。満族脳脱了“三審1’照影一向，真

正実現了各民族一律平等，享受到了自治板利。在全国実現社会主又現代化道程中，満三門附屠人民

充分友揮了自己的作用。満族人口杁200多万，恢夏和友旧恩900万，成力中国第二階大的少数

民族。近一介世妃的変革中，満族量然失去了根多門点，但民族文化野冊几十年中得到充分友揚，民

族意沢里民族杁同感将長期存在。別当前社会主文市場鑑済沖缶下，満干文化遊一歩得到了開展，提

高子奇想品位，成力中国下民族文化的重要内容。満早馬中隼民族大家庭中的一千成員，將長期存在

与友展下平。

  几点分析与鈷槍；（1）満族是一全具有悠久厨史与輝燵文化的民族，其上屠銃治全国200多年，

車山了祖国政治，蛭済，社会与文化。整介満族対中国房史作出煙突出貢献，是中隼民族大家庭中的

一介重要成員。（2）坊史将満族三千小銃治全国的地位，房州又決定了門門是一介田力升放的民族。

満管貴族升平平治全国吋期，企圏“満化”其他民族，三廻果不得不労牧較友迭民族的手遊制度、思

想局文化，迭到肌理自己的野地位的目的。由干貴族的腐朽，尋致清王朝政枳的天聴，分布在全国各

地的満族，生活在人口会多的沢民族的理想大海之中，自然形成了一杢最力升平的民族。在野中国成

立以野山几十年中，民族得到了及展，民族文化得骨質恢夏和弘揚，但又根少保守，善干吸牧先遊思

想与科学技ボ，来車富自己、友展自己，使民族下放成力自覚行力。野牛二野是一介大有希望、大有

作力的民族。（3）辛亥革命后，満族失去了復胃腔点，其民族活言文字，在本民族中都己成山房史。

但民族佑統文化的仇秀部分，保留了山勢，井別戸在野到友栃；民族意沢山民族杁同感更会長期存在。

満四三同全国各民族一起，絢平中隼民族大家庭，長期存在与国門下去。（4）民族是一介坊史即時，

有宮的序生、形成、友展和消亡的規律。民族作カー介社会人伯群体，随着阯級、国家的学生而形成；

民族也将在国家、附津山亡之野州能消亡。但遠神消亡，不是被某一介民族同化，而是在根長的一介

房史三期迭到的各民族的融合。満州在社門中文化変革中的変化，完全符合民族的丁子友展規律，力

其他民族的笈展徹出了子骨。
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     Some Considerations on China's Minorities in the 21st Century:

                         Conflict or Conciliation?

                                Heberer, Thomas

    From a global perspective there exists a significant increase of ethnic conflicts in the

last decade. They constitute one of the main sources of domestic political instability in

multi-national countries. Political, economic, cultural, religious, and history-related

conflicts as well as the worldwide ethnic revival are the main causes. Historical experiences,

ideological assessments, consequences and effects of the Process of economic and social

change as well as the ethnic revival, e. g. in the former Soviet Union or in Eastern Europe,

led to ne'w ethnic challenges in the rnultinational country ofChina, too. This has to do with

inner constellations (liberalization, opening policy, social change) as well as with the

disintegration of multi-ethnic states like the Soviet Union and with an increasing ethnic

nationalism in neighbouring Central Asia.

    Social scientists held for a long time the opinion that with economic development and

modernization religious, ethnic and cultural differences between different soeieties would

be equalized. Ethnic de-differentiation would be the result of modemization processes. But

in fact the opposite was the case: ethnic revival and rising ethnicity. This is true also for

China, where in the last decade among most of the ethnic groups ethnic identity and

ethnicity are on the rise. So in China new mechanism's of conflict solutions will have to be

tbund as well, in order to prevent protracted ethnic conflicts. And this is actually the

starting point of the paper: to reveal to possible lines of confiict and to search fbr methods

of solution.

    The paper starts from a multi-causal approach, referring to fbur strings of conflicts: (a)

collective memory, like historical conflicts in the memory of an ethnic group or historical

assessrnents ofthe other group; (b) Political conflicts, like lack ofautonomy; (c) economic

conflicts, like modernization and social change as an imagined menace fbr ethnic･identity;

economic negligence of an nationality or its settlement area; (d) cultural conflicts, like non

equal treatment of cultures, different conceptions of state and law or different cultural or

religious expectations and objectives. Ethnic confiicts result from a "profound psychical

and social rootedness" that needs a thoroughgoing "therapeutic intervention", as a German

sociologist put it.

    Therefbre the paper tries to demonstrate with the help of three examples potent

segments of conflict in the process of economic and social change in China: (1) collective

memory: historical assessments and experiences of diflferent ethnic groups in China as well

as oflficial images of ethnic minorities and their impact on present majority-minority

relations; (2) political questions: deficits of regional autonomy policy and rising ethnicity;

(3) economic questions: e. g. development gaps; (4) cultural questions like assessments of

the cultures of majoritylminorities. Finally the paper offers some suggestions on easing

ethnic conflicts for discussion.
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              Cultural Revitalization and Ethnic Identity

         of the Austronesian Peoples in Taiwan: 1980 to 1995

                                Chiang, Bien

    The years between 1980 and 1995 witnessed a series of radical changes in Taiwan in

both socio-political and cultural respects. Also during this period of time, a new trend of

ethnic and cultural awareness became evident among the Austronesian speaking indigenous

peoples of the island. The main purpose of this paper is to examine the particular aspects of

Austronesian culture that have been emphasized in the course of the Taiwan Indigenous

Movement in the past fifteen years. How and why particular representations arc chosen by

these Austronesian peoples in their endeavor in maintaining as well as establishing ethnic

identities in a Chinese colonial context?

    The paper consists of two sections. The first section provides a retrospect of Japanese

and Chinese colonial rule in Taiwan fbr over a century. Special attention is paid to those

policies that haye long lasiting effects on the contemporary situation, such as education

policy and the "reservation system". Also in this section, I recount briefly the major events,

both befbre and after the revoking of martial law, that lead to a fu11-fiedged, though far

from unified, Indigenous Movement.

    The second section discusses a number of more prominent cultural representations that

diffbrent indigenous groups use to propagate their identities. These cultural representations

include: (1) The reinstallation and use of indigenous personal and collective names; (2) The

aggrandizement of yearly community rituals and some but not all personal life-crisis rites;

(3) The emphasis in certain, but not all, aspects of "traditional" Iivelihood, and (4) The

dissemination of certain visual and perfbrmance art forms beyond their original

ethnic-cultural context. The validity ofthese representations as symbol of ethnic identity is

then examined, first, in their respective contexts in the "indigenous cultures" and, second,

in their recontextualiztion in a particular Chinese colonial situation.

         Anthropologists and the Study of Indigenous Peoples:

            Some Personal Experiences and Introspection
                                Chiao, Chien

    The Current Indigenous Movement in Taiwan is Global in nature and shares the same

demands ofthe indigenous peoples in other parts ofthe world; (1) Rights to recapture or at

least to use the land occupied by their ancestors, (2) Reconstruction of their history and･

culture, and (3) Selfdetermination. These demands are pressed, unfbrtunately, through

violent struggles which in turn create tensions, both political and social.

    To these tensions, this paper proposes two possible solutions:

(1) cultural pluralism, and (2) cultural counseling, and gives detailed discussion to the

definition and contents of them. It further depicts the new role that anthropologists perform

as the cultural counselor.
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                  The Culture of Minority Nationality

                     in the Process of Modernization

                                Hao, Shiyuan

    As the human society is moving into the 21st Century, the concept of modernization is

propeliing the development of all nationalities in all countries the world over in a scaie

never befbre seen in history. Under the impact of the rise of Asia, the rapid economic

growth of East Asia, the fbrming of the Pacific Rim Economic Circle, together with the

impetus of global economic 'integration, the modernization process led by the East Asian

countries is characterized by speedy development and shaking changes. The criteria used

by peoples to measure the level of modernization tend to become more and more

standardized. At the same time they are also faced with contradictions in coping with

changes ofthe traditional culture which is being modernized.

    The modernization process is pushing every country and every nationality to open-up,

to exchange with others and to learn and absorb from others. There is growing meeting

gr6und among countries and nationalities. However, this does not mean that the cultural

multilateralism among the nationalities is disappearing. The restructuring of culture is a

much more complex and longer process. This is determined by the fact that human society

has come a long way in forming the nationalities.

    In the modern world, most countries have more than one nationality. The national

modernization will greatly promote the economic and cultural development of the minority

nationalities. The leveling of the economic development of all nationalities and the

mingling of their economic life will provide a sound foundation fbr the restructuring of

their country and domestic integration of all nationalities. In the meantime, the minority

nationalities will go through from conscientious effbrts to a natural process in preserving,

inheriting and developing their cultures and in blending them into the main stream culture.

    The 20th Century has seen a wide surge of political nationalism. With the breaking

down of the system of western colonialism, there was an up-surge of national movements

fbr state independence and national liberation. The .last outlet came after the end of the

Cold War and the fall of hegemonism. Since the l980s, as economic development is

removing the boundaries, economic nationalism is being melted by the widening

international cooperation and the principle of the unitary market. However, cultural

nationalism is on the rise at the time of turbulent changes. It will fbrm the mainstream of

the responses of nationalism of the human world in the 2lst century. This tendency can be

seen in the self-c' onscientious renaissance of the national culture of the minorities in

developed countries, the resistance by the developed countries to cultureale infiltration by

others, the efforts by developing countries to clean out the cultureale ･remnants of the

colonial stage and their fight against cultural hegemonies.

    In the development of the nationalities of the human world, changes of their concepts

about the indigenous land as well as the mingling of economic life are all promoting the

nationalities to get closer and integrate gradually. The differences among nationalities are
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more and more reflected in their cultural multilateralism. The nationality cultures are

valued by the nationalities as the major means to show national self-respect. The East

Asian countries have clearly realized in their process towards modernization that

modernization does not mean westernization. Every country should choose its own road

and mode to modernization in accordance with its unique national conditions and cultural

traditions. The same principle is applicable fbr the minority nationalities in a

multi-nationality country. We call this principle: seeking truth from facts.

    Cultural nationalism is also reflected in international relations as well as in the

inter-nationality relations in the multi-nationality country. The scale of such reflection

depends on whether the multi-nationality country can correctly and efifbctively regulate

relations among nationalities. Therefbre it is very important to have a scientific outlook and

a correct policy for the nationalities.

    The outlook on the nationalities is meant fbr a scientific perception of the phenomena

and process of the nationalities. The nationality policy deals with the practical issues. The

purpose is to allow the nationalities, which are being pushed fbrward by social progress, to

develop according to its own rules. The nationalities will conscientiously blend only on the

basis of fu11 development. The nationalities will naturally phase out only after

conscientious blending. The unique characteristics of each nationality's culture will mingle

and absorb with each other in this process.

          National Identity and Multiculturalism in China:

       Segmentary Hierarchy among Three Muslim Minorities
                              Gladney, Dru C.

    This paper suggests that China's national minorities and national identity are defined

by a state-sponsored policy of multi-culturalism and multi-nationalism which fo11ows

certain identifiable path dependencies. By comparing three Muslim minority nationalities,

the Hui, Uygur, and Kazakh, this paper will suggest that paths of national and ethnic

identity in China are influenced both by state policy and local perceptions of identity.

These paths fbllow relations and oppositions that can be mapped according to segmentary

hierarchy models drawn from anthropological descent theory, but this paper will attempt

to suggest why it is that these panicular paths are fo11owed as opposed to many other

possible alternatives.

    Through comparing educational, historical, and economic data, I will argue that the

path dependency of ethnic identity in China is influenced through dialectical and

dialogical relations. Based on state statistical surveys, interviews, and fieldwork, this data

will indicate that the Hui, Uygur, and Kazakh nationalities fbllow certain paths in terms of

economic and educational development that are distinctly related to their ethnic and

religious backgrounds. Thesg paths will demonstrate that not only do these three Muslim

groups share several commonalities, but that they are also quite distinct in several other

important respects, as well as being divided internally along religious, ethnic, and local
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lines. Indeed, it is only in relation with others and among themselves that we can

understand their current expressions of identity. These relations will demonstrate that not

only do people share many multiple identities, but that theories of pan-Islamism and

pan-Turkism are cornpletely inappropriate for understanding these and other MUslim

minorities in contemporary China. Finally, I will suggest why I think a theory of path

dependency and segmentary hierarchy is usefu1 for understanding the increasing

importance and revitalization of ethnic and national identity in China and other modern

nation-states today, particularly in the post-Cold War period.

         Problems ofthe Ethnic Minonrities in Southern China:

                          In the Case of Yunnan

                            Matsumoto, Kotaro

    1. After the revolution in 1949, the Chinese government started an ethnic

identification program as the basis of its policy toward minority nationalities. Under this

policy, 55 groups have been recognized as minorities, but the Chinese government stopped

recognizing new minorities in 1987 because some members of the Han population wanted

to reregister as minorities, and some sub-groups of a minority group wanted to be

recognized as an independent minority group and there are too many cases to be resolved.

The Chinese government doesn't seem to want to reactivate the ethnic identification

program. Some scholars also think that there is no need to continue it anymore, saying it is

somewhat meaningless from the point of view of nation building theory. There are,

however, some important problems that remain, and the present ethnic identification

program has not been completed yet.

    First, the inequality between the Han people and minorities has not been resolved,

and some minorities do not want to be recognized as such. The inhabitants of Lin-gao

prefecture in Hainan, fbr example, would want to be recognized as Zhuang, if the

discrimination against the minority were absent.

    Second, the classification of ethnic groups and their languages has many

contradictions. For example, the Tibet-Burmese groups, especially the Lolo groups, have

not been classified properly. Thus, constant explanation is hardly possible fbr the

numerous sub-groups of the Yi while the Jinuo have been recognized as an independent

group. The Yi should be divided into many smaller groups. Otherwise, the many

Tibet-Burmese minorities should be united into one large group, such as the "Wu-man," as

they were classified during the Tang dynasty.

    2. The economic refbrms that have taken place since 1978 brought some changes in

the meaning of the policy of equality among nationalities. Specifically, the economic gap

between the eastern Han area and the minority western area is widening (the "Matthew

effect"). Exploitation of natural resources in the western area does not necessarily bring

benefits to the minorities. More ofliicials and scholars oppose giving preferential treatment

to minorities recently, but I think the Chinese government should continue to offer
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developmentai assistance to minorities in order to grant their selfreliance.

    3. "The Great Leap Forward," "The Cu.ltural Revolution," and economic refbrms all

caused environmental disruption in minority areas, though the conversion from grain to

cash crops improved conditions in mountain areas to some extent. The reason fbr the

disruption was conventionally attributed to the contradiction between development and

conservation, but the real cause was political mistakes that took place throughout modern

Chinese history.

    4. If the Muslim problem should be counted as one of the national problems, it is the

most important national problem in YUnnan. In 1975, nearly at the end of "The Cultural

Revolution," an unfortunate incident occurred in Sha-dien village, where almost one

thousand Muslims were killed. Although the incident was later reviewed, and the Muslims

retrieved their honor in 1979, some vestiges of the hostility between the Han and Muslim

people (the Hui) in the area remain. The revival ofArabic language teaching and the Islamic

s,tudies in recent yeaTs may contribute to the coexistence of the Han and the Muslims.

  Learning to be Chinese?:Minority Education and Ethnic Identity

                 among Three Ethnic Groups in China

                           Hansen, Mette Halskov

     The Chinese Communist Party has pUt great effbrts into establishing a state education

system reaching all corners of the People's Republic. In ethnic minority areas one of the

important objectives of the education system has been to promote the non-Han peoples'

identification with the official interpretation of the Chinese nation, the 4it4!eefiSl. The

establishment of so-called "minority education" (eefiSl# El') has been put fbrward as a

strategic way of adapting the state school to the specific needs of minorities with a low

level of Chinese education. Still, in terms of cuniculum the Chinese education system is

highly standardized. Students all over the country are by and large presented with the･

same image of the Chinese nation, and the same interpretation of what it means to belong

to a "national minority" (ll)tw ftfiSE) in China. The Chinese state school seeks to transmit

the government's ideology concerning the Chinese nation and the unity of the nationalities,

but at the same time it denies, in many minorities, the usefulness .(and sometimes even

existence) of the minorities' own languages, histories, cultural values and ethics by

. omitting them from the content of the education.

    Based on the analysis of images of the nation and the concept of national minorities

as transmitted in state education, the paper discusses how and why three different ethnic

groups in Southwest China (Naxi, Tai and Akha) have responded differently to these

images and to the state school's demands for cultural adaptation. The paper argues that

standardized, homogenizing education is in itself incapable of installing in the minority

students an identification with the state, nation and party that eliminates the importance of

their feelings of ethnic affiliation. By diminishing the cultural and political values of the

minorities' own languages, customs and histories, the standardized education system risks
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in fact to support an increased emphasis on ethnic identities and cultural differences.

There is a wide range of different responses to the standardized education which to a large

extent are impossible to predict because they depend on local factors, such as the

historical relationship with the Chinese state, ethnic connections across borders, religious

communities and local ethnic hierarchies. Standardized state controlled education is in no

way capable of eradicating the importance of these factors, but it does play a role in

determining the direction and form of ethnic identity.

    Thus, some groups (fbr instance the Naxi) are actually able to use their long-term

participation in Chinese education to establish and express themselves as an ethnic

minority within the context of the People's Republic, without violating the government's

intention of promoting the Chinese nation as an identity covering all ethnic groups in

China. Others (fbr instance many Tai in Sipsong Panna, i!!i55(IVftZN) tend to reject the

Chinese education becquse it collides with religious traditions and compels students to

alienate themselves froni their cultural heritage and history as a nation. Others again (fbr

instance the Akha and the Jinuo in Sipsong Panna) may find strategic advantages in

adapting to the Chinese school system and downplaying ethnic identities in order to fight

low positions in a locally defined historic ethnic hierarchy. One of the aims of the paper is

therefore to discuss the ability of the Chinese state to direct ethnic identities and promote

the vision of a common Chinese nation through the state education system in ethnic

mlnorlty areas.

   Development of Ethnic-Society and Change in Ethnic-Culture

                          ' Jin, Binggao

The Ethnic Minorities in East Asia in the Period of Social Transformation and

Cultural Transition

    Nowadays, the cold war has ended, and the world is to establish a new world order.

Seeking peace and development is the tendency of the day.

    East Asia, where the economies are developing most rapidly in the world, is

confronted with conflict of culture and the problem of social transfbrmation of ethnic

society especially society of ethnic minorities.

    After ten years' refbrm and opening to the world, all'ethnic groups, especially ethnic

minorities in China, are encountering the conflict between traditional culture and modern

civilization, experiencing the process of keeping the genius of traditional culture and

absorbing advanced contemporary culture. Particularly, with putting the Socialist Market

Economic System into practice, the social development and cultural transition of ethnic

minorities in China are all the more noticeable.

    Approaches and methods as well as degrees of adaptability and participation in

Socialist Market Economy of all ethnic minorities are varied. Each has its own features.

    Difficulties and problems each ethnic group encountering in social transformation are

different in quantity and gravity.
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Develepment of Ethnic-Society and [[lrailsformation of the Society

    Ethnic society, social ethnic groups, ethnic groups and society are closely related.

The development of ethnic groups is restricted by the laws of social development.

Development of ethnic groups in multi-ethnic countries is closely related with the social

development and the development of ethnic relations.

    With the action of overall coordination of ethnic people, the natural environment and

the society, ethnic deve!opment is to renew, coordinate the ethnic group's whole internal

structure, quality, and all the external features as well as the social relations among ethnic

groups, promoting the ethnic qualitative evolution and quantitative expanding, to realize

ethnic development, social development and people development. In essence, it is the

improvement of an ethnic group's subsistence and evolution both in quality and in

quantlty.

    Development of ethnic groups, also, is the development of ethnic society. At present,

the social development of ethnic minorities in China and East Asia is in the course of'

social transfbrmation.

    Only on the basis of ethnic society's fu11er development, with proper rnQdes and

methods of keeping ethnic cultural characteristics of its own, absorbing some acceptable

elements of other ethnic groups' culture, can the social transfbrmation be realized

comparatively better and rapidly.

    Good social transformation experiences fewer throes, and the time needed is

comparatively complex, including political, economic, cultural, and social conditions etc.

    Social transformation is affected by all factors of the society. First of all, it is

infiuenced by the environment oftimes and society. [foday, the cold war has ended, all

the nations are managing to develop under peacefu1 circumstances. In East Asia China,

under the situation of overall opening to the world, is developing very fast. And all these,

given by society and the age, are the good environment fbr the development of ethnic

minorities in China. Secondly, it is influenced by the policy of the government, we can say

that, policy is also an environment, a resource. Special, preferential and flexible policy is

given to the ethnic minorities to help them to develop their society. Thirdly, it is affected

by concrete ethnic living space, ways and situation of residence. For example, infiuences

from farming region, pastoral area, city industrial area, regions where ethnic groups live in

compact communities, regions where inhal)ited by several ethnic groups, regions where

ethnic groups live scattered are different from each other.

The Role of the Ethnic Cultural Change in the Development of Ethnic- Society

    Each ethnic group grows in acculturation, cultural communication, and grows in the

course of contacting with other ethnic groups.

    Development of each ethnic group is based on a certain cultural background, which

would affect the development of the ethnic group positively or negatively.
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    This cultural backgrdund, in fact, is the result of cultural communication and

acculturation among ethnic groups. Today, although the development of ethnic groups is

based on their own cultural background, they can't avoid the effects of other ethnic

groups' culture from the outer world. So, consequently, taking the original ethnic culture

as dominant, absorbing some acceptable elements ofother ethnic culture as one part ofthe

new ethnic cultural background.

    The change in ethnic-culture and the real development of ethnic-culture, are always

realized on the basis of rnaintaining its own ethnic cultural characteristics and absorbing

some elements of other ethnic groups' culture.

    Absorbing the acceptable elements of other ethnic groups' culture, keeping the

marrow of its own ethnic-culture and ･digesting them as its new ethnic-culture, this is the

process of change in ethnic-c.ulture,

    Change in ethnic-culture plays an important role in the development of ethnic-society.

It is the case to both East Asian and Chinese ethnic minorities.

     Various Problems Concerning Contemporary Ainu Ethnic
Independence Movements: From the Modern Policy ofAssimilation

           to Current Discussions fbr Enacting a New Law

                           Ohtsuka, Kazuyoshi

The Contemporary Mevement for Ainu Ethnic Rights

    In recent years, various movements have been developing that aim fbr the acqu.isition

of rights fbr the Ainu as a distinct ethnic group. They base their case on the historicai fact

that from ancient times the Ainu have Iived within the Japanese archipelago and produced

their own unique culture. They have been deManding that a special fund be set up to

appeal fbr the recognition of their rights as original inhabitants, the end of ethnic prejudice,

the correction of economic discrimination, and other measures to guarantee the continuity

ofAinu traditions.

    In March 1995, round-table discussions were begun for a new law to protect the

culture of the Ainu as an indigenous group within Japan, in the fbrm ofa personal

advisory panel of academics and experts - the Utari Committee - serving Chief Cabinet

Secretary Igarashi. The background to this was not only the rise of indigenous people's

movements throughout the world, witnessed for example by the UN decision to institute

1993 as the Year for Indigen6us Peoples, and an Indigenous Peoples of the World Decade

starting in 1994, but also the appearance ofa coalition government in Japan. In April 1996,

the Utari Committee report was published. Although it failed to acknowledge how the

rights of the Ainu as an indigenous people conflict with the present constitution, it

nevertheless recognized how the Ainu fbrm a distinct ethnic group within the JaPanese

archipelago and moreover regretted how the modern Japanese state is responsible for the

fact that Ainu have become the victims of discrimination and economic destitution. It

appealed fbr legislation to ensure the survival of Ainu culture, after so many years of,
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persecutlon.

    In response to this report, the government included measures concerning its cultural

policy in the 1997 budget. The relevant law is the Law for Protection of Native Holdcaido

Aborigines, enacted in 1899 (year 32 of the Melji era), and still in foree despite so many

other revisions. Thus in the course of 1997, the Diet will be debating legislation fbr the

Ainu as an ethnic group. This in fact will be the very first law to mention ethnic rights,

and its rneaning fbr modern Japan is consequently enormous.

Past Policies Concerning the Ainu

    The seizure of Ainu territory (Ainu Moshir) by Wajin (the inhabitants people of

Honshu, the main island of Japan) began in 1550, when it was decided to annex a part of

the Ainu chiefdoms in Ezo-chi (preset Hoklcaido) and integrate them as a single colony.

The Wa-jin set up trading posts where thcy would not be subject to Ainu attacks. From

then on, until the modern period, the organised exploitation of the Ainu took place on a

large scale. Forced labour etc. made life very hard for them. Nevertheless, basically the

aim of the Wa-j in was not the eradication of Ainu culture - their language, beliefs, rituals

etc. - but the exploitation of natural resources. At that time, they wanted to obtain

whatever was of commercial value as cheaply, as safely, and in the greatest quantity

possible.

    In 1799, when Russian power seemed to be encroaching upon Ezo-chi, the Shogunate

decided to fbrmally bring Ezo-chi and its Northern environs under its direct control. The

year befbre, in anticipation of this move, it had commissioned Kondo Juzo to make a

survey of this area. Kondo's report advocated various measures to change the motives of

administration away from the simple extraction of resources. These recommendations

became the origin of the Japanese policies of assimilation. Essentially he denigrated Ainu

lifestyle and culture as `uncivilized.' He recommended the Ainu first be taught to read and

write in Japanese, and then be made into farmers, instead ofmaking a living from fishing,

hunting and gathering. In clothing, hairstyle, names etc., a complete conversion to

Japanese styles was set in motion. Examples of future imperialist policy such as the forced

changing of names as a sign of assimilation were thus already being conceived by

Shogunate officials. Nontheless, these schemes did not integrate Ezo districts. Basically,

until the modern period, administrative policy kept the Ainu apart.

The Formation of the Modern Japanese State and the Eradication of Ainu

Homelands and Culture

    When government authority aspired to the formation of a modern Japanese state, it

used' the example of the Western powers as a model. The government re-named Ezo

territory as Hokkaido. The lack of state capital prompted the appropriation of vast areas

and thus immediate access to their resources. In 1869 a reciamation office with

administrative powers was established to aid development. Thus legislative devices
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ensured that it was Hokkaido and not the existence of Ainu Moshir, the traditional land of

the Ainu, which would be recognized, i.e. a tenitory that could be labeled `land with no

owner ' and hence government property.

    The fbrmation of the modern Japanese state and its policies of exploitation of

resources and assimilation meant debasement for Ainu society, and led to destitution and

the eradication of traditional culture.

Assimilatien Policy and Enactment of the Law for Protection of Natiye Hokkaido

Aborigines

    It is only in the modern period that the Ainu have lost their traditional homelands and

become virtually unable to continue traditional activities such as fishing and hunting. Due

to the assimilation policies aimed at their Japanization, the distinctive qualities of their

language and culture were suppressed. They became trapped within a society in vahich

Ainu language and traditional culture were stifled. 'The reclamation office did not have

any programme fbr their relie£ What was left to them therefore was just to scrape a living

as day labourers, i.e. the very Iowest kinds ofwork. The result was extreme poverty.

    The dreadful situation ofthe Ainu came under international censure and eventually in

1899 the imperial cabinet enacted The Law fbr the Protection of Hokkaido Aborigines.

However this law saw welfare policy in terms of encouraging agriculture and nationalist

education; it was not intended to help maintain the Ainu as a distinct ethnic group.

    Under this preservation law, the confiscation of lands for farmers thrived. But serious

mis-reading of the text continues even now, in February 1997. I want to show very clearly

how this preservation law was used by the Japanese government in Korea, afte'r its

annexation in 1910, as the blueprint of its imperialist policy. I also want to show how the

policies applied to the indigenous people under Japanese colonial rule or trusteeship (in

the Pacific) and the province of Manchukwo in North-eastern China all stemmed from the

policies applied to the Ainu.

Contemporary Problems

    Although the Japanese government of the modern period regarded the Ainu as a

peculiar "ethnic group," its official policy was that they had to be assimilated. As said

above, various policies concerning the Ainu have been framed in terms of `welfare.' This

paper shows this to be a misnomer. At present, the Japanese government, in response to

the current trends' the wishes ofthe Ainu people, rising public opinion at home and abroad,

and the work of the United Nations, is about to legislate to make a change from welfare

policy to ethnic policy. The realization that the reversal of these policies is a common

problem for the indigenous and minority peoples of the world, together with the rise of

international solidarity are becoming a source of strength. Despite all of the obstaqles,

progress towards the enactment of new legislation fbr the Ainu, is currently being

prepared by the Council fbr Promoting Ainu Policy, on behalf of the government.
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                     Social and Ecenomic Changes

               among Highland Minorities of Caucasus

                             Arutiunov, Sergei

    The Highlanders of Caucasus are divided into some fbrty of fifty ethnic units'

depending on the degree of "lumpering" or "splittering " tendency in the count: many

groups are considered as subgroups of larger ethnic units and often do not deny the fact,

but nevertheless constitute by themselves certain quite distinct groups with a definite

feeling of a specific identity, like Digors among Ossetians, or Kaitags and Kubachins

among Dargins, to quote but a few examples. They speak languages of at least three

aJbsolutely different linguistic families: the North Caucasian proper (very often the West

North-Caucasian, or Abkhaz-Adyghean group, with Cherkessians, Kahardins, Abkhazians,

Abazins, and the East North-Caucasian, or the so called Nakh-Dagestanic group, with

Chechens, Ingushes, Avars, Lezghins etc., are considered as distinct linguistic families in

themselves); the rlUrkic family, including Balkars, Karachais, Kuniyks etc.; and the

Iranian group (of the Indo-European family), represented first of all by Ossetians, and

also by some other smaller ethnic enclaves. They have different customs and different

traditional costumes (especially among women; the main item of men's traditional

costume, the so-called `cherkeska,' a kind of long, broad-sleeved coat, was since the 18th

century more or less unifbrm in the whole of Caucasus). They differ in their economic

specializations, some relying more on fruit gardening, others on plough agriculture or

cattle-breeding, depending on the climatic zone they inhahit. HQwever, apart of the

traditional men's costume, there have always been certain similarities in values,

orientations, in observing some common rules of etiquette and everyday behavior, that

made these people in the eyes of their neighbors, especially Russians, look like some more

or less monolithic mass ofproud, freedom loving, independent, warrior-like people, called

collectively and indiscriminately "Caucasian Highlanders." The economy of these people

had one common characteristic: they were basically poor. This poverty originated mostly

from the rural overpopulation of the area, from the scarcity of arable lands and pastures,

the ownership and exploitation of which was a cause fbr incessant international warfare,

and much less so from the exploitation by their own feudal lords. The latter preferred to

maintain friendly, often kinship-bound relations with their subordinates, to rely on their

loyalty during frequent robbing raids to the adjacent territories. Such raids often

constituted the only respe¢table and decent occupation for a nobleman. The benefits ofthe

raids were not so much in valuables Emd occasional captive slaves (though in the Western

part of Caucasus in the l8th and early 19th centuries quite a number of slaves used to be

exported to Turkey), as in cattle. Only under Russian rule, by the end of the 19th

century, production of wool, hides, cereals, and milk products (cheese, butter) for cash

gained importance.

    In Soviet times, mainly after the collectivization of eariy 1930's and especially after

the reconstruction of the national economy fo11owing the end of the Second World War (or
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the Great Patriotic War of 1941-1945, as it is officially called in the Soviet

historiography), very little remained of the traditional economy and traditional social

structure of the Highland minorities of the Northern Caucasus. Similarly to the Russian

proper rural population, they had been collectivized and organized into large collective

farms, embracing each one or several villages. Sovkhoses, or the state-owned specialized

farrns, with a hired agricultural labor, were also organized on a large scale. Collective

farm members or hired sovkhos laborers, in the past mostly Iand-less peasants, were

allowed to have only very small land plots and a limited number of cattle. Due to an

intensive labor input, however, the productivity of these household-owned parcels of

economy was much higher than that of iarge collective or state-owned farms.

    We shall not describe the details of the situation of the postwar years, which all were

fi11ed with the incessant struggle of the farmers (or laborers which was the same) and the

local and central authorities: the famiers tried by all means to increase the size of their

plots and herds, while the authorities tried to reduce them as near to the zero point as

possible, to force the farrners to render more labor effbrts to the collectivized lands and

herds.

                                                                        '    Meanwhile both education and urban-oriented social mobility proliferated and the

minority ethnic groups which were initially more than 90% rural, became partly urbanized,

many of their members now worked as intellectuals (scholars, teachers, doctors,

government oencials and other employees), vendors, clerks, and of course as miners and

factory workers.

    Still, though exact numbers in each case vary greatly, one can assume that while

among ethnic Russians about 709t6 or more, depending on the region, are urban dwellers'

among minorities, to the contrary, usually 60-80% and even more, are rural dwellers, i.e.

farmers.

    I use here the term "minority" indiscriminately, including even such nations as

Chechens, who number more than one million a.nd in their original ethnic territory are

certainly a majority. However, they can be regarded as a minority within the Russian

federation, not only in numbers compared to Russians, but also in their social status.

    Indeed, in recent years, a phenomenon developed in Russia which was practically

unknown in the former USSR. It is the practically undisguised attitude of a racist

contempt and suspicion towards ethnic minorities, especially the so-called "persons ofthe

Caucasian nationality." There are secret instructions by the Ministry of Interior to prevent

and minimize their settling in the areas outside their republics, a requirement of their

registration at police stations, they are virtually terrorized by the police at every occasion

even when they have the due registration fbrms etc. All this looks very similar to the

apartheid regime in the fbrmer South Africa. Everybody who looks differently from a

`genuine Russian' may become a victim of such attitudes, shared not only by the police

but also by many ordinary people. I am aware of such incidents happening not only to

Chechens or Dagestanys, Armenians or Georgians, but also to Buriats, Yakuts, and
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accidentally to some dark-haired `Caucasian-looking' Moscovite Jews.

    The roots of this ever-increasing new Russian xenophobia cannot be discussed here

in details, but certainly it contributes considerahly to certain trends among mmomties: to

remain, as much as possible, within their own ethnic territory; consequently to increase

their power, influence, autonomy and independence within this territory; to consolidate

and strengthen their economic and social positions, often at the expense of the

neighboring ethnic Russian population; to resuscitate, revitalize and develop the culture

which is considered by themselves traditional, including the native language and religion,

in this case Islamic faith in particular.

                                                           '
    These trends receive in many cases some significant support from other Islamic

countries, particularly Turkey, but much more important is the feedback from the

descetidants of the fbrmer Mahadjirs, emigrants of 1860's who settled in Turkey, Syria,

Jordan and other countries of the Near East and now are actively visiting and propagating

their infiuence in their old homelands, though so far very few, quite understandably,

decided to return to settle here permanently. But they participate in some'joint ventures

and provide a considerable support to their relatives who stayed in the homelands. All this

was unthinkable still in the early 1980's.

    All afbrementioned factors contribute to some drarnatic changes in the general social

and economic situation in the fbrmerly autonomous, now technically "sovereign"

republics of the Northern Caucasus.

    What are the main resources and the main industries in these repvblics? Chechenia

with its large oil fields, refineries, machine building plants, now badly damaged by the

war, is rather an exception.

                                       '    In all other republics we mention first of all agriculture, especially, technical cultures,

like cotton, geranium coriander, tobacco, grapes fbr the production of wine and brandy,

                                   'fruit orchards, supplying fruit, fbr the production ofjuice and canned preserves etc. Corn,

grain, vegetables are produced in quantities, but mainly fbr local consumption.

    There is some industry-machines, tools, synthetic fibers and leather, canning industry,

melting of metals from locally mined ores (tungsten, molibdenium, zynk, lead etc), and so

on.

    A very important place was occupied by tourist and recreational industry-sanatoriums,

health resorts, skiing resorts. In Soviet times it was not profitable, but heavily subsidized

'by the state and trade unions (which was almost the same). A good deal of machine

building and tool making industry was also subsidized, especially if it was a part of

military-industrial complex.

    All of these industries were manned partly by the Iocal population, but often more

with Russian workers.

    The latter especially prevailed at two extreme points: the `dirty,' non-prestigious

level and the level which requires especially high technical skills. The agriculture was

manned by aboriginal man power but to some 30% (except Dagestan) also with Russians.
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    By now all of these industries, with some exception of agriculture, are more or less in

a crisis. Canned foods and other similar products experience on the Central Russian

market a strong competition from imported Western food products. The buying capacity of

the Russian population on the whole has sunk considerably. WithQut subsidies firom trade

unions most people are no more able to visit health and ski resorts. Those who can afford

to pay often prefer to go to Cyprus or Southern Turkey, etc. The general cash income of

the population in the North-Caucasian republics has markedly decreased. Now it is about

50-60% of the aveTage incorne in Moscow, and less (the finrther to the East, the less). It is

partly compensated by the natural economy, when fruits, vegetables, milk, meat and other

food stuffs are not bought, but are produced within the household, and this helps to

support even many aboriginal urban families, but among Russians, where kinship ties are

less developed, urban families lack this support.

    Research (R. [[aziey manuscript) made in mjd-1980's, revealed that among miners

and workers of the 'IYrny-Auz tungsten combinate (Kabardin-Balkaria) , if we take the

income of Balkar families as 100, the income of Kabardin families is slightly more than

90, and in Russian families only 70.

    This means that Russian families will reproduce and remain in the area with less

stability than Kabardin families, let alone Balkar families. And the general regularity in

other regions of the northern Caucasus is: the less Westernized and Russified the

population, the more it preserves the features of the traditional culture, the higher is its

vitality, its rate of reproduction, its general success.

    The less urbanized populations can more easily, make a transition required by the

new situation: to shift from the employment in modern mechanized industries to self

employment, to cottage industries and small scale industries of various kinds.

    The tourist industry, which used to be completely under the state and trade union, i.e.

Russian control, now is more and more' under the control of local people. However, fbr a

more successfu1 reconstruction and operation of the tourist industry, a number of

conditions must be met which are absent so far,･and on which I shall touch upon in more

detail in the rest of my paper.

    The privatization has virtually only begun in the republics of the North Caucasus. As

in the rest of Russia, there is not yet a firm legal base fbr it, and it marches in an irregular,

uncontrolled, wild manner.

    Under these conditions it is easy in the course of an uncontrolled privatization to

provoke some ultra-nationalistic emotions and activity, caused by the desire to monopolize

the process ofprivatization along ethnic lines, and nearly doomed to become a source ofa

permanent ethnic tension and conflict.

    Therefore the authorities and the presidents of the Caucasian republics, who are all

(with the exception of the separatist Chechenian leadership and of Ruslan Aushev of

Ingushetia) fbrmer prominent communist functionaries, try their best to restrict the

process of. privatization, to maintain in a slightly modified fbrm the status-quo of the
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collective and sovkhos agriculture. The privatization proceeds never the less, and in the

rest of my paper I shall also try to demonstrate some details of its progress, as well as the

major handicaps in its way.

    If there is any better economical future fbr Karachai-Cherkessia, Kabardin-Balkaria,

and also fbr the republics to the east of them, it lies not in metallic ores, not in industry

and even not in agriculture. Undoubtedly it lies in the development of tourism. For many

decades the mountains of Caucasus have been a Meccah for･ tourists, hikers,

tnountain-climbers from all over the Soviet Union. Being not very rich, these people

could not bring too much money to these republics and what they brought was not

eiiflciently used, but in the framework of a liberal market economy tourism here might

become as important source of income as it is in Spain or Greece. Almost all republics of

Caucasus have a favorable climate, rich nature of an unsurpassed beauty, plenty of

historical relics, exotic customs, ancient architecture and everything else that is needed for

a tourist indnstry. Everything - but not in the social aspegt. A successfu1 tourist

development needs security, political and social stability, suppression of crime and

terrorism, a decent and efflcient police force, and so on. Most of these prerequisites so far

are absent in the Caucasus area. With better government effbrts they probal)ly can be

provided. But there is one more condition still more difficult to be met. [Iburism means

service: tourists must be served. People in Spain, in Greece, in Turkey etc. do not mind

rendering services to fbreign tourists, but aborigines of Caucasus do. Not only do tourists

often shock them by their exotic and indecent (from the Iocal point of view) behavior. The

traditional fbrm of pride of highlanders often equates service with servility, and they are

often unwilling to work in the sphere of service, or do their job inadequately. Many new

owners of restaurants, inns and other tourist enterprises (from among local nationalities)

often complain how difficult it is to hire a waitress or a maid: women oflocal nationalities

refuse to work, while Russian women (who comprised the bulk of manpower, or rather

womanpower in the tourist enterprises in the Soviet time) either leave for other areas, or

are reluctant to work with a non-Russian boss, in a remote place in a non-Russian

environment. It is obvious that for the future of tourism in the Caucasus not only some

changes in the national psychology of aborigines are needed but also a serious

improvement in relations and mutual attitudes ofthe Russian and non-Russian population.

 Ethnic Culture and Economic Development Brought by Tourism:
                 In the Case of the Dali Basin, Yunnan

                             Yokoyama, Hiroko

    Yunnan is a frontier province at the southwestern end of China. Its national boundary

extends for more than 4,OOO kilometers. This, China's "frontier," adjoins three Southeast

Asian countries. Over 90% of the territory is mountainous area and the scattered flat areas,

called "bazi" in Chinese, have a relatively high population density. These geographical

conditions are inseparably connected with its history: that is, twenty-six different ethnic
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